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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）用に構成された無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）で使用す
る方法であって、
　イベントに応答して前記ＷＴＲＵの指定を決定するステップであって、前記ＷＴＲＵは
ＷＴＲＵのグループに属し、前記指定が前記グループに関するものである、ステップと、
　前記ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵであるという条件下で、前記グループの全てのメンバーの
ためにＭＴＣサーバへの登録を行うステップと、
　接続情報を取得するステップと、
　データを前記ＭＴＣサーバにアップロードするステップと、
　前記ＷＴＲＵが最後のＷＴＲＵである場合、
　　無線リソースおよびＩＰアドレスを解放し、登録を維持するステップ、または、
　　無線リソースを解放し、ＩＰアドレスおよび登録を維持するステップ
　の一方を実施するステップと、
　スリープサイクルに入るステップと、
　前記イベントに応答して、前記スリープサイクルからウェイクアップサイクルに入るス
テップと、
　制御チャネル、ブロードキャストチャネルおよびマルチキャストチャネルの１つからシ
ステム更新をリッスンするステップであって、前記ＷＴＲＵは再登録する必要がない、ス
テップと
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　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記指定ＷＴＲＵまたは前記最後のＷＴＲＵの一方が、
　無線リソースおよびＩＰアドレスを解放し、登録を維持するステップ、または
　無線リソースを解放し、ＩＰアドレスおよび登録を維持するステップ
　の一方を行うことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ウェイクアップサイクルは、制御サイクルおよび報告サイクルを含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告サイクルを検出すると、
　前記ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵであるという条件下で、前記グループの全てのメンバーの
ために無線リソースを取得するステップと、
　ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップと、
　ＭＴＣサーバの要求がある場合、Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｉｄｅｎｔｉｔｙ
（ＵＲＩ）またはＵｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ）の一方を
用いてＭＴＣサービス登録を行うステップと、
　前記ＵＲＩまたはＵＲＬに基づいて前記ＭＴＣサーバにアクセスするステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵであるという条件下で、ＩＰアドレスを取得するステップ
をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　制御サイクルを検出すると、
　ページングメッセージが存在しないと判定したとき前記スリープサイクルに再度入るス
テップをさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　制御サイクルを検出すると、
　個々のページを受信したとき前記ＷＴＲＵを指定ＷＴＲＵとして指定するステップと、
　前記ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵであるという条件下で、前記グループの全てのメンバーの
ために無線リソースを取得するステップと、
　ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップと、
　ＭＴＣサーバの要求がある場合、Ｕｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｉｄｅｎｔｉｔｙ
（ＵＲＩ）またはＵｎｉｆｏｒｍ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｌｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ）の一方を
用いてＭＴＣサービス登録を行うステップと、
　前記ＵＲＩまたはＵＲＬに基づいて前記ＭＴＣサーバにアクセスするステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　ＷＴＲＵ指定情報を含むページングメッセージを待つステップをさらに備えることを特
徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　個々のＷＴＲＵは、前記報告サイクルの持続期間中、異なるローカルＩＰアドレスを割
り振ることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＴＲＵは、パケット－一時的モバイル加入者識別（Ｐ－ＴＭＳＩ）、またはグル
ープベースのＩＭＳＩおよびアカウント番号を有するページングメッセージを用いて更新
されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　マシンタイプ通信（ＭＴＣ）のための無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　送信機と、
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　受信機と、
　前記受信機および送信機と通信するプロセッサと
　を備え、
　前記プロセッサは、イベントに応答して前記ＷＴＲＵの指定を決定するように構成され
、前記ＷＴＲＵはＷＴＲＵのグループに属し、また前記指定が前記グループに関するもの
であり、
　前記プロセッサは、前記ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵであるという条件下で、前記グループ
の全てのメンバーのために、ＭＴＣサーバへの登録を行うように構成され、
　前記プロセッサ、送信機および受信機は、接続情報を取得するように構成され、
　前記送信機は、前記ＭＴＣサーバにデータをアップロードするように構成され、
　前記ＷＴＲＵは、前記イベントに応答して、スリープサイクルからウェイクアップサイ
クルに入るように構成され、
　前記プロセッサおよび前記受信機は、制御チャネル、ブロードキャストチャネルおよび
マルチキャストチャネルの１つからシステム更新をリッスンするように構成され、前記Ｗ
ＴＲＵは再登録する必要がない
ことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記ＷＴＲＵが最後のＷＴＲＵである場合、
　　前記プロセッサ、送信機および受信機は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放し
、登録を維持するように構成されること、または
　　前記プロセッサ、送信機および受信機は、無線リソースを解放し、ＩＰアドレスおよ
び登録を維持するように構成されること
　の一方を実施すること、および
　前記ＷＴＲＵがスリープサイクルに入ること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｍ２Ｍ（machine to machine：機器間の）通信（「マシンタイプ通信」または「ＭＴＣ
」とも呼ばれる）は、必ずしも人的対話を必要としないエンティティ間のデータ通信の形
態と考えることができる。
【０００３】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）では、Ｍ２Ｍ通信に対するシステム
の最適化は、Ｍ２Ｍ装置の急増およびその増加したトラフィック負荷（すなわち、動作お
よびシグナリング手続き数の増加）、既存のインフラストラクチャおよび既存のアクセス
機構の効率的な再使用に対するアップグレードに見込まれるコスト、一意の装置識別子の
不足、輻輳制御などの大きな課題に直面している可能性がある。一定数の加入者をサポー
トするためのシステム性能および能力は、様々な加入者の活動、および後続のシステム手
続きによりトリガされる、インフラストラクチャでサポートされる同時の計算数によって
決まる可能性がある。
【発明の概要】
【０００４】
　Ｍ２Ｍ（マシンツーマシン）通信（「マシンタイプ通信」または「ＭＴＣ」とも呼ばれ
る）登録のための方法および装置が開示される。本方法は、単一の周期的な登録を提供し
、装置ベース、またはネットワークベースとすることができる。システム中の装置は、グ
ループに分割することができる。例えば、それは、地理的な位置に基づくことができる。
単一の装置メンバーが、グループのために基本的なアクセスステップを行うことができる
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。他の装置は、制御チャネル上で関連する全てのアクセス情報を受け取り、かつその情報
を使用してシステムにアクセスすることができる。装置は、それ自体のデータを送り、何
らかの更新を取得し、スリープサイクルに入ることができる。インターネットアドレスは
、解放され、または維持されることができる。２つのウェイクアップサイクル、すなわち
、１つは制御するための、また１つは情報をアップロードするためのサイクル（報告サイ
クル）を提供することができる。制御サイクル中、装置は起動しており、何らかのページ
ングメッセージを求めて制御チャネルをリッスンすることができる。ページング情報に応
じて、個々の装置またはグループ全体が、システムにアクセスすることができる。報告サ
イクル中、全ての装置は、起動し、システムにアクセスしてＭ２Ｍシステムに接続し、デ
ータをアップロードすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　添付図面と併せて例として示された以下の記述から詳細な理解を得ることができる。
【０００６】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態を実施できる例示的な通信システムのシ
ステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａで示された通信システム内で使用できる例示的なＷＴＲＵ（無線送受信
ユニット）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａで示された通信システム内で使用できる例示的な無線アクセスネットワ
ーク、および例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】オペレータドメイン内にＭＴＣサーバを有する例示的なＭＴＣ（マシンタイプ通
信）を示す図である。
【図３】オペレータドメイン外にＭＴＣサーバを有する例示的なＭＴＣを示す図である。
【図４】ＭＴＣサーバを有しない例示的なＭＴＣを示す図である。
【図５】ＭＴＣに対して周期的な登録を実施する例示的な流れ図である。
【図６Ａ】ＭＴＣに対して単一の登録を実施する例示的な流れ図である。
【図６Ｂ】ＭＴＣに対して単一の登録を実施する例示的な流れ図である。
【図７Ａ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを解放することを含むＭＴＣに対して単一
の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図７Ｂ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを解放することを含むＭＴＣに対して単一
の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図８Ａ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを維持することを含むＭＴＣに対して単一
の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図８Ｂ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを維持することを含むＭＴＣに対して単一
の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図９Ａ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを維持することを含み、かつＭＢＭＳを用
いるＭＴＣに対して単一の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図９Ｂ】スリープサイクル中にＩＰアドレスを維持することを含み、かつＭＢＭＳを用
いるＭＴＣに対して単一の登録を実施する他の例示的な流れ図である。
【図１０】ＭＴＣ　ＷＴＲＵのグループに対する例示的な報告サイクルを示す図である。
【図１１】ＭＴＣ　ＷＴＲＵのグループに対す制御期間イベントの例を示す図である。
【図１２Ａ】スリープサイクル中にＩＰ接続を解放することを含むＭＴＣに対してネット
ワークベースの登録を実施する例示的な流れ図である。
【図１２Ｂ】スリープサイクル中にＩＰ接続を解放することを含むＭＴＣに対してネット
ワークベースの登録を実施する例示的な流れ図である。
【図１３Ａ】スリープサイクル中にＩＰ接続を維持することを含むＭＴＣに対してネット
ワークベースの登録を実施する例示的な流れ図である。
【図１３Ｂ】スリープサイクル中にＩＰ接続を維持することを含むＭＴＣに対してネット
ワークベースの登録を実施する例示的な流れ図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００７】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態を実施できる例示的な通信システム１
００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロ
ードキャストなどのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する複数のアクセスシステムと
することができる。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステムリソースを共用す
ることにより、複数の無線ユーザがこのようなコンテンツにアクセスできるようにする。
例えば、通信システム１００は、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＴＤＭＡ（時分割多元
接続）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＯＦＤＭＡ（直交ＦＤＭＡ）、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ（単一キャリアＦＤＭＡ）など、１つまたは複数のチャネルアクセス法を使用すること
ができる。
【０００８】
　図１Ａで示すように、通信システム１００は、ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、ＲＡＮ（無線アクセスネットワーク）１０４、コア
ネットワーク１０６、ＰＳＴＮ（公衆交換電話網）１０８、インターネット１１０および
他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される諸実施形態は、任意の数のＷ
ＴＲＵ、基地局、ネットワークおよび／またはネットワーク要素を企図していることが理
解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境
中で動作し、かつ／または通信するように構成された任意のタイプの装置とすることがで
きる。例えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信し
、かつ／または受信するように構成することができ、またＵＥ（ユーザ端末）、移動局、
固定または移動加入者ユニット、ページャ、セルラ式電話、ＰＤＡ（携帯情報端末）、ス
マートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家
庭用電子機器、ＭＴＣ（マシンタイプ通信）装置などを含むことができる。
【０００９】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことができる
。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１
１０および／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのア
クセスを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少なく
とも１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意のタイプの装置とするこ
とができる。例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＢＴＳ（Base Transceiver Station
）、ノードＢ、ｅＮｏｄｅ－Ｂ、ホームノードＢ、ホームｅＮｏｄｅ－Ｂ、サイトコント
ローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、無線ルータなどとすることができる。基地局１１４
ａ、１１４ｂは、それぞれ、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４
ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含みうること
が理解されよう。
【００１０】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ１０４はまた、他の基
地局、および／またはＢＳＣ（base station controller）、ＲＮＣ（無線ネットワーク
制御装置）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基地
局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ぶこともできる特定
の地理的領域内で無線信号を送信し、かつ／または受信するように構成することができる
。セルはさらに、セルのセクタへと分割することができる。例えば、基地局１１４ａに関
連するセルを、３つのセクタに分割することができる。したがって、一実施形態では、基
地局１１４ａは、３つの送受信器、すなわち、セルの各セクタに対して１つを含むことが
できる。他の実施形態では、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ（multiple-input multiple ou
tput）技術を使用することができ、したがって、セルの各セクタに対して複数の送受信器
を使用することができる。
【００１１】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切な無線通信リンク（例えば、ＲＦ（無線周波
数）、マイクロ波、ＩＲ（赤外線）、ＵＶ（紫外線）、可視光など）とすることのできる
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無線インターフェース１１６を介して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄの１つまたは複数と通信することができる。無線インターフェース１１６は、任意の適
切なＲＡＴ（無線アクセス技術）を用いて確立することができる。
【００１２】
　具体的には、上述したように、通信システム１００は、複数のアクセスシステムとする
ことができ、またＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど、１
つまたは複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えば、ＲＡＮ１０４に
おける基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＵＴＲＡ（UM
TS (Universal Mobile Telecommunications System) Terrestrial Radio Access）などの
無線技術を実施することができるが、それは、ＷＣＤＭＡ（広帯域ＣＤＭＡ）を使用して
無線インターフェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、ＨＳＰＡ（High-S
peed Packet Access）および／またはＨＳＰＡ＋（Evolved HSPA）などの通信プロトコル
を含むことができる。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（High-Speed Downlink Packet Access）
および／またはＨＳＵＰＡ（High-Speed Uplink Packet Access）を含むことができる。
【００１３】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実施する
ことができ、それは、ＬＴＥ（Long Term Evolution）および／またはＬＴＥ－Ａ（LTE-A
dvanced）を用いて無線インターフェース１１６を確立することができる。
【００１４】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Mic
rowave Access））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　
ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Interim Standard 2000）、ＩＳ－９５（Interim Standar
d 95）、ＩＳ－８５６（Interim Standard 856）、ＧＳＭ（登録商標）（Global System 
for Mobile communications）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）、
ＧＥＲＡＮ（GSM EDGE）などの無線技術を実施することができる。
【００１５】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅＮｏｄｅ
Ｂ、またはアクセスポイントとすることができ、また職場、家庭、車両、学内など、局所
化されたエリアで無線接続を容易に行うための任意の適切なＲＡＴを使用することができ
る。一実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＷＬＡＮ
（無線ローカルエリアネットワーク）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無
線技術を実施することができる。他の実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１
０２ｃ、１０２ｄは、ＷＰＡＮ（無線パーソナルエリアネットワーク）を確立するために
ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施することができる。さらに他の実施形態では
、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセル
を確立するために、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、Ｇ
ＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を使用することができる。図１Ａで示すように、基地局
１１４ｂは、インターネット１１０に対する直接接続を有することができる。したがって
、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を経由してインターネット１１０にアクセ
スする必要がないはずである。
【００１６】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、１つまたは複数のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄに対して、
音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（voice over internet prot
ocol）サービスを提供するように構成された任意のタイプのネットワークとすることがで
きる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、移動体位置ベースサ
ービス、プリペイド電話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供し、かつ／または
ユーザ認証などの高レベルのセキュリティ機能を行うことができる。図１Ａに示されてい
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ないが、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲ
ＡＴを使用する、または異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接、または間接的に通信
できることが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を用いることのできるＲＡＮ
１０４に接続されるのに加えて、コアネットワーク１０６はまた、ＧＳＭ無線技術を使用
する他のＲＡＮ（図示せず）と通信することもできる。
【００１７】
　コアネットワーク１０６はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄが
、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとしても働くことができる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（
Plain Old Telephone Service）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インタ
ーネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル群におけるＴＣＰ、ＵＤＰ（
user datagram protocol）およびＩＰなどの一般的な通信プロトコルを使用する相互接続
されたコンピュータネットワークおよび装置のグローバルシステムを含むことができる。
ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダに所有され、かつ／または運用される有
線または無線の通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、
ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用できる１つまたは複数のＲＡＮに
接続された他のコアネットワークを含むことができる。
【００１８】
　通信システム１００のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか、
または全ては、マルチモード機能を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、様々な無線リンクを介して、様々な無線ネットワークと
通信するための複数の送受信機を含むことができる。例えば、図１Ａで示すＷＴＲＵ１０
２ｃは、セルラベースの無線技術を使用できる基地局１１４ａと通信し、かつＩＥＥＥ８
０２無線技術を使用できる基地局１１４ｂと通信するように構成することができる。
【００１９】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂで示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送信／受信要素１２２、スピーカ／マ
イクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、取外し不
能メモリ１３０、取外し可能メモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（全地球測位システム）
チップセット１３６および他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、
実施形態との整合性を維持しながら、前述の要素の任意のサブコンビネーションを含みう
ることが理解されよう。
【００２０】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳＰ（
デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連付けられた１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ（
特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（書替え可能ゲートアレイ）回路、任意の他のタイプ
のＩＣ（集積回路）、状態マシンなどとすることができる。プロセッサ１１８は、信号符
号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理および／またはＷＴＲＵ１０２が無線環境
で動作できるようにする任意の他の機能を実施することができる。プロセッサ１１８は、
送受信機１２０に結合することができ、送受信機１２０は、送信／受信要素１２２に結合
することができる。図１Ｂは、プロセッサ１１８と送受信機１２０を別々の構成要素とし
て示しているが、プロセッサ１１８および送受信機１２０は、電子的なパッケージ、また
はチップ中で共に一体化できることが理解されよう。
【００２１】
　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１６を介して、基地局（例えば、基
地局１１４ａ）に信号を送信し、またはそこから信号を受信するように構成することがで
きる。例えば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／また
は受信するように構成されたアンテナとすることができる。他の実施形態では、送信／受
信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信する
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ように構成されたエミッタ／検出器とすることができる。さらに他の実施形態では、送信
／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号を共に送信および受信するように構成することが
できる。送信／受信要素１２２は、任意の組合せの無線信号を送信および／または受信す
るように構成できることが理解されよう。
【００２２】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂで単一の要素として示されているが、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。具体的には、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。従って、一実施形態では、ＷＴＲＵ
１０２は、無線インターフェース１１６を介して無線信号を送信し、かつ受信するために
、２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２３】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２により送信される信号を変調し、かつ送信／
受信要素１２２により受信された信号を復調するように構成することができる。上述した
ように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有することができる。従って、送受信機
１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数
のＲＡＴにより通信できるようにするために、複数の送受信機を含むことができる。
【００２４】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、ＬＣＤ（液晶画面
）表示ユニット、またはＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）表示ユニット）に結合し、かつ
そこからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセッサ１１８はまた、ユーザデ
ータをスピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６および／またはディスプレイ
／タッチパッド１２８に出力することもできる。さらに、プロセッサ１１８は、取外し不
能メモリ１３０および／または取外し可能メモリ１３２など、任意のタイプの適切なメモ
リからの情報にアクセスし、データをそれに記憶させることができる。取外し不能メモリ
１３０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスクまたは任意の他のタイプのメモリ記憶装置を
含むことができる。取外し可能メモリ１３２は、ＳＩＭ（加入者識別モジュール）カード
、メモリスティック、ＳＤ（secure digital）メモリカードなどを含むことができる。他
の実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上
など、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置していないメモリからの情報にアクセスし、かつ
そこにデータを記憶することができる。
【００２５】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、またその電力をＷＴ
ＲＵ１０２中の他の構成要素に分配し、かつ／または制御するように構成することができ
る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電源を供給するための任意の適切な装置とすること
ができる。例えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウ
ム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオ
ン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【００２６】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度
および緯度）を提供するように構成できるＧＰＳチップセット１３６に結合することがで
きる。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそれに代えて、ＷＴＲＵ１
０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インターフェース１１６
を介して位置情報を受信し、かつ／または２つ以上の近傍の基地局から受信した信号のタ
イミングに基づいてその位置を決定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との
整合性を維持しながら、任意の適切な位置決定法により位置情報を取得できることが理解
されよう。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、さらなる特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続を提
供する１つまたは複数のソフトウェア、および／またはハードウェアモジュールを含むこ
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とのできる他の周辺装置１３８にさらに結合することができる。例えば、周辺装置１３８
は、加速度計、電子コンパス（e-compass）、衛星送受信機、デジタルカメラ（写真また
はビデオ用）、ＵＳＢ（universal serial bus）ポート、振動装置、テレビジョン送受信
機、ハンズフリーヘッドセット、ブルートゥースモジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユ
ニット、デジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオゲームプレイヤモジュール、
インターネットブラウザなどを含むことができる。
【００２８】
　図１Ｃは、本実施形態に係るＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上述したように、ＲＡＮ１０４は、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を使用すること
ができる。ＲＡＮ１０４はまたコアネットワーク１０６と通信することができる。
【００２９】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができるが
、ＲＡＮ１０４は、実施形態との整合性を維持しながら、任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含
みうることが理解されよう。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、それぞれ
、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信す
るための１つまたは複数の送受信機を含むことができる。一実施形態では、ｅＮｏｄｅ－
Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。従って、例
えば、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａは、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、かつそこから
無線信号を受信するために複数のアンテナを使用することができる。
【００３０】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）
と関連付けることができ、また無線リソース管理の判断、ハンドオーバ判断、アップリン
クおよび／またはダウンリンクのユーザのスケジューリングなどを処理するように構成す
ることができる。図１Ｃで示すように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００３１】
　図１Ｃで示すコアネットワーク１０６は、ＭＭＥ（mobility management gateway）１
４２、サービングゲートウェイ１４４およびＰＤＮ（パケットデータネットワーク）ゲー
トウェイ１４６を含むことができる。前述の各要素は、コアネットワーク１０６の一部と
して示されているが、これらの要素の任意の１つは、コアネットワークオペレータ以外の
エンティティにより所有され、かつ／または運用されうることが理解されよう。
【００３２】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけるｅＮｏｄｅ－Ｂ
１４２ａ、１４２ｂ、１４２ｃのそれぞれに接続することができ、また制御ノードとして
働くことができる。例えば、ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの
ユーザ認証、ベアラのアクティベーション／非アクティベーション、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃの初期接続中に特定のサービングゲートウェイを選択すること、など
を扱うことができる。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡな
どの他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り換えるための制御プレ
ーン機能を提供することもできる。
【００３３】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４にお
けるｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続することができる。
サービングゲートウェイ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間で、概
して、ユーザデータパケットを経路指定し、かつ転送することができる。サービングゲー
トウェイ１４４はまた、ｅＮｏｄｅ－Ｂ間のハンドオーバ中にユーザプレーンを固定する
こと、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能であると
きページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキスト
を管理し、かつ記憶すること、など、他の機能を実施することができる。
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【００３４】
　サービングゲートウェイ１４４は、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続することができ、
ＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと、ＩＰ対応可能
装置との間の通信を容易にするために、インターネット１１０などのパケット交換ネット
ワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３５】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと、従来の固
定電話通信装置との間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網への
アクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。例えば、コ
アネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェ
ースとして働くＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＭＳ（ＩＰマルチメディアサブシステム）
サーバ）を含むことができ、またはそれと通信することができる。さらに、コアネットワ
ーク１０６は、他のサービスプロバイダにより所有された、かつ／または運用される他の
有線または無線ネットワークを含むことのできるネットワーク１１２へのアクセスを、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３６】
　Ｍ２Ｍ通信（「マシンタイプ通信」または「ＭＴＣ」とも呼ばれる）は、様々な分野で
使用することができる。セキュリティの分野では、Ｍ２Ｍ通信は、監視システムで、電話
の陸上回線のバックアップで、（例えば、建物への）物理的なアクセスの管理で、かつ車
／運転者のセキュリティで使用することができる。追尾（tracking）および追跡（tracin
g）の分野では、Ｍ２Ｍ通信は、保有車両（fleet）管理、注文管理、ＰＡＹＤ（Pay As Y
ou Drive：走行距離連動型）用途、資産管理、ナビゲーション、交通情報用途、通行料徴
収、交通最適化および操縦に対して使用することができる。料金支払いシステムの分野で
は、Ｍ２Ｍ通信は、販売時点情報管理（ＰＯＳ）、自動販売機、顧客ロイヤルティ用途お
よびゲーム機で使用することができる。健康管理では、Ｍ２Ｍ通信は、ウェブでアクセス
する遠隔医療ポイントで、また遠隔診断で、年配者、または障害者をサポートする、生命
徴候を遠隔で監視するために使用することができる。遠隔の保守／管理の分野では、Ｍ２
Ｍ通信は、ＰＬＣ（プログラマブルロジックコントローラ）、センサ、照明、ポンプ、弁
、エレベータ管理、自動販売機管理および車両診断で使用することができる。計測の分野
では、Ｍ２Ｍ通信は、電力、ガス、水、暖房、グリッド管理および産業用計測に関係する
用途で使用することができる。さらに、ＭＴＣ（マシンタイプ通信）技術に基づくＭ２Ｍ
通信は、顧客サービスなどの分野で使用することができる。
【００３７】
　Ｍ２Ｍ通信は、自動車保険の分野においてＰＡＹＤシステムを実施するために使用する
ことができる。例えば、保険会社は、固定された保険料に代えて、車の使用量に基づき、
車の運転者に課金することができる。これを達成するために、車には、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵ
（無線送受信ユニット）、ＧＰＳ装置および保険会社にデータを送信する様々な他のセン
サが装備される。Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵは、ＵＩＣＣ（汎用集積回路カード）を含むことがで
きる。保険会社は、受信したデータに基づき、運転者に課金されるレートを設定すること
ができる。保険会社は、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵがそれにより通信する無線ネットワークのオペ
レータと契約して、ＷＴＲＵにオペレータのネットワークを使用できるようにする。
【００３８】
　追尾および追跡の分野では、車のレンタル会社は、車が運転されているときの位置に関
する情報を取得するために、車にＭ２Ｍ　ＷＴＲＵを装備することができる。例えば、建
築業界では、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵは、高価な道具または他の機器を追尾するために使用する
ことができる。石油産業では、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵを、コンテナを追尾するために使用する
ことができる。
【００３９】
　多くの計測装置は、その取付け後には大部分、手を触れないままに置かれる。例えば、
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いくつかの業界では、取り付けられた計器は、取付け後、８年以上の間、手を触れないま
ま置かれる可能性がある。このような状況で、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵ中のＵＩＣＣは、保護さ
れる必要がある。これが適正に達成されない場合、公共サービスへの接続が切断され、そ
れにより詐欺が容易に行われる可能性がありうる。さらに、公共サービス、および／また
はＭ２Ｍ　ＷＴＲＵ通信がそれにより通信する無線ネットワークのオペレータが変わった
場合、問題が生ずる可能性がある。例えば、公共サービスの顧客が自分の公共サービス供
給者をある会社から他の会社に変更した場合、新しい公共サービス供給者は、元の公共サ
ービス供給者と同じネットワークオペレータに対して契約を有していない可能性がある。
この状況は、複雑な会計機構により対処することができるが、または新しい公共サービス
会社は、サービス要員を送って新しいＭ２Ｍ　ＷＴＲＵを取り付ける、または搭載されて
いるＭ２Ｍ　ＷＴＲＵを構成する必要がありうる。しかし、これらの手法は共に、コスト
がかかり、エラーを生じやすい。
【００４０】
　その実装形態に応じて、Ｍ２Ｍ通信は、いくつかの現在の通信モデルとは異なる可能性
がある。例えば、Ｍ２Ｍ通信は、新しい、または異なる市場シナリオを含む可能性があり
うる。Ｍ２Ｍ通信はまた、Ｍ２Ｍ通信が、多数のＷＴＲＵを含む可能性があること、かつ
／またはＷＴＲＵ当たり非常にわずかな通信量を含む可能性があるという点で、いくつか
の現在の技術とは異なる可能性がある。さらに、いくつかの現在の技術に対して、Ｍ２Ｍ
通信は、展開するのに低コストであり、かつ労力が少ない可能性もある。
【００４１】
　Ｍ２Ｍ通信は、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥなどの３ＧＰＰ技術、並びに／またはＩＥＥ
Ｅおよび３ＧＰＰ２についての協会により開発されたものなどの他の技術に基づいて展開
された無線ネットワークを利用することができる。Ｍ２Ｍ通信は、費用効果の高い方法で
ビジネスソリューションを与えるこれらの技術に基づいたネットワークを使用することが
できる。無線ネットワークのユビキタス展開を含む状況では、無線ネットワークの可用性
により、Ｍ２Ｍ　ＷＴＲＵの展開および使用を容易にし、かつ／または促進することがで
きる。さらに、これらの技術に対するさらなる拡張は、Ｍ２Ｍベースの解決策の展開に対
するさらなる機会を提供することができる。表１は、ＭＴＣの用途に関して上記で述べた
実装形態を要約している。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
　図２～図４は、ＭＴＣ用途に対する様々な例示的なアーキテクチャを示す。図２は、オ
ペレータドメイン２２０の内側にＭＴＣサーバ２１０を含む例示的なＭＴＣアーキテクチ
ャ２００を示す。１群のＭＴＣ装置２３０は、ＭＴＣサーバ２１０と通信することができ
る。ＭＴＣサーバ２１０は、ＰＬＭＮ（公衆陸上移動ネットワーク）と通信することがで
き、またＰＬＭＮを介してＭＴＣ装置２３０に伝達することができる。ＭＴＣサーバ２１
０は、ＭＴＣユーザ２４０とＡＰＩ（application program interface）２３５を介して
通信することができ、またＭＴＣユーザ２４０に対するサービスを実施することができる
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。各ＭＴＣ装置２３０は、マシンタイプ通信用に装備したＷＴＲＵとすることができる。
ＭＴＣサーバ２１０はまた、Ｍ２ＭサーバおよびＭ２Ｍオペレータと呼ぶこともできる。
本明細書で述べる例および実施形態は、ＭＴＣ装置について述べるが、ＷＴＲＵという用
語も使用することができる。
【００４４】
　図３は、オペレータドメイン３２０の外側に位置するＭＴＣサーバ３１０を含む例示的
なＭＴＣアーキテクチャ３００を示している。１群のＭＴＣ装置３３０は、ＭＴＣサーバ
３１０と通信することができる。ＭＴＣサーバ３１０は、ＭＴＣユーザ３４０に結合する
ことができる。１群のＭＴＣ装置３３０は、オペレータドメイン３２０を通して通信する
ことができ、オペレータドメイン３２０はＭＴＣサーバ３１０と通信することができる。
【００４５】
　図４は、例示的なＭＴＣアーキテクチャ４００を示しており、ここで、ＭＴＣ装置は、
中間のＭＴＣサーバを使用せずに直接通信することができる。ＭＴＣ装置４３０の第１の
グループは、オペレータドメインＡ４１０を通して通信することができる。ＭＴＣ装置４
４０の第２のグループは、オペレータドメインＢ４２０を通して通信することができる。
オペレータドメインＡ４１０およびオペレータドメインＢ４２０は、互いに通信すること
ができ、それにより、ＭＴＣ装置４３０の第１のグループに、中間的なＭＴＣサーバを使
用せずに、各オペレータドメイン（オペレータドメインＡ４１０およびオペレータドメイ
ンＢ４２０）を介して、ＭＴＣ装置４４０の第２のグループと通信できるようにする。
【００４６】
　図５は、ＭＴＣに対して周期的な登録プロセスを実施する例示的な流れ図５００である
。このプロセスでは、１群のＭＴＣ装置は、同じセル、エリアまたは地理的位置に属する
ことができる。グループは、３ＧＰＰ認可および認証のために、グループベースのＩＭＳ
Ｉ（international mobile subscriber identity）を使用することができ、また登録プロ
セスは、正しくないＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる。各グル
ープのＩＭＳＩに対して、ＭＴＣ装置をアドレス指定することに対応するグループＭＳＩ
ＳＤＮ（Mobile Subscriber Integrated Services Digital network Number）が存在しう
る。ＭＴＣ装置のグループ内の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰア
ドレスを使用し、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ（packet-temporary mobile subscrib
er identity）／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。個々のＵＲＩ（uniform resou
rce identifier）は、ＭＴＣ装置のグループ内のＭＴＣ装置を識別するための識別子とし
て使用することができる。ＵＲＩはアカウント番号に基づくことができる。
【００４７】
　さらに、１つのＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなどの、登録を行うことができる。このＭＴＣ装置は、アルファ（alpha）ＭＴＣ装
置と呼ぶことができる。アルファＭＴＣ装置は、ネットワークにより（各装置を別個にポ
ーリングすることにより、または送信シーケンスを送ることにより）、ランダムに（各装
置は、その送信時間を決定するためにハッシュアルゴリズムにより乱数を選択する）、事
前のコンフィギュレーションにより（システムおよび装置の初期セットアップ中に）、ま
たはそれらの何らかの組合せにより選択することができる。アルファＭＴＣ装置は、ＲＲ
Ｃ（無線リソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスなどを含むリソース
を受け取ることができる。アルファＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他のＭＴＣ装置が、
アルファＭＴＣ装置の活動を行うことができる。アルファＭＴＣ装置の障害の検出は、ネ
ットワークにより、またはＭＴＣ装置により行うことができる。
【００４８】
　周期的な登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用することがで
きる（５０２）。登録は、ウェイクアップサイクル／スリープサイクル（５８０、５９０
）に基づいて周期的に行われる。周期的な登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それがア
ルファＭＴＣ装置であるかどうかを判定する（５０４）。ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装
置である場合、無線リソースを取得することができ（５０６）、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセ
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スを開始することができる（５０８）。アルファＭＴＣ装置の認可および認証を行うこと
ができる（５１０）。
【００４９】
　アルファＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスの成
功を判定する（５１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスおよび／または認可および認証プロ
セスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することがで
きる（５１４）。新しいアルファＭＴＣ装置は、指定された再試行数が尽きた後、指定す
ることができる（５１６）。新しいアルファＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、
Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。ある
いは、全ての指定されたアルファＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ
）登録および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。
【００５０】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（５１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（５２
０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（５２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／
または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。アルファＭＴＣ
装置は、ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（５２４）。ＵＲＩは
、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。アルファＭＴＣ装置は、アカウン
トベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードする
ことができる（５２６）。制御情報更新が、アルファＭＴＣ装置により取得される（５２
８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータなどの、任意のタイプの制御情報とす
ることができる。
【００５１】
　ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置である場合（５３０）、アルファＭＴＣ装置は、グル
ープの最後のＭＴＣ装置がその情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するのを待つ（５３２）
。最後のＭＴＣ装置がその情報を送信、またはアップロードした後、アルファＭＴＣ装置
は、無線リソースを解放し、かつＩＰアドレスを解放することができる（５３４）。アル
ファＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行する（５８０）。
【００５２】
　ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開
始して、制御チャネルをリッスンすることができる（５３６）。アルファＭＴＣ装置の登
録が成功裡に完了すると（５３８）、非アルファＭＴＣ装置のそれぞれは、グループベー
スのＰ－ＴＭＳＩ（５４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（５４２）およびユー
ザプレーンの無線リソース情報（５４４）を取得することができる。上述したように、Ｍ
ＴＣ装置のグループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使
用し、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各非
アルファＭＴＣ装置は、その指定された送信時間を待つ（５４６）。送信時間は、ランダ
ムな、事前に構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくも
のなどとすることができる。
【００５３】
　非アルファＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペ
レータが、各非アルファＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査
することができる（５４８）。登録が必要である場合、各非アルファＭＴＣ装置は、ＵＲ
Ｉを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（５２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ
）アカウント番号に基づくことができる。非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベースの
ＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができ
る（５２６）。登録が必要ではない場合、各非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベース
のＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることがで
きる（５２６）。各非アルファＭＴＣ装置は、その制御情報を更新して（５２８）、スリ
ープサイクルに移行することができる（５８０）。スリープサイクルは、その後にウェイ
クアップサイクル（５９０）が行われ、その後、周期的な登録プロセスが再度開始する。
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本明細書で述べる場合、ウェイクアップサイクル（５９０）は、制御サイクルおよび報告
サイクルを有することができる。ウェイクアップサイクルは、ネットワークにより、ＭＴ
Ｃ装置によりランダムに、事前に構成される、かつそれらの組合せによりスケジュールす
ることができる。
【００５４】
　図６Ａおよび図６Ｂは、ＭＴＣに対して単一の登録プロセスを実施する例示的な流れ図
６００である。登録は、システムに電源が投入されると１回行うことができる。このプロ
セスでは、１群のＭＴＣ装置は、同じセル、エリアまたは地理的位置に属することができ
る。グループは、３ＧＰＰ認可および認証のために、グループベースのＩＭＳＩを使用す
ることができ、また登録プロセスは、正しくないＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された
場合、拒否されうる。ＭＴＣ装置のグループ内の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソース
および同じＩＰアドレスを使用し、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて
送信することができる。個々のＵＲＩは、ＭＴＣ装置のグループ内でＭＴＣ装置を識別す
るための識別子として使用することができる。ＵＲＩはアカウント番号に基づくことがで
きる。アカウント番号は、例えば、内線番号などのさらなる識別子とすることができる。
【００５５】
　さらに、１つのＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなどの登録を行うことができる。このＭＴＣ装置は、アルファＭＴＣ装置と呼ぶこと
ができる。アルファＭＴＣ装置は、ネットワークにより、ランダムに、事前のコンフィギ
ュレーションにより、またはそれらの何らかの組合せにより選択することができる。アル
ファＭＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアド
レスなどを含むリソースを受け取ることができる。アルファＭＴＣ装置に障害が起きた場
合、他のＭＴＣ装置が、アルファＭＴＣ装置の活動を行うことができる。アルファＭＴＣ
装置の障害の検出は、ネットワークにより、またはＭＴＣ装置により行うことができる。
【００５６】
　単一の登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置への電源投入後に利用することができる（６
０２）。単一の登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それがアルファＭＴＣ装置であるか
どうかを判定する（６０４）。ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置である場合、無線リソー
スを取得することができ（６０６）、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる
（６０８）。アルファＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（６１０）。
【００５７】
　アルファＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスの成
功を判定する（６１２）、ただし、ｘはカウンタを表す。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスおよ
び／または認可および認証プロセスに成功していない場合、登録および認証は、指定され
た回数だけ再試行することができる（６１４）。新しいアルファＭＴＣ装置は、指定され
た再試行数が尽きた後、指定することができる（６１６）。新しいアルファＭＴＣ装置に
対する再試行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセス
を打ち切ることができる。あるいは、全ての指定されたアルファＭＴＣ装置に対する再試
行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスを打ち切る
ことができる。
【００５８】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（６１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（６２
０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（６２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および
／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。アルファＭＴ
Ｃ装置は、ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（６２４）。ＵＲＩ
は、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。アルファＭＴＣ装置は、アカウ
ントベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードす
ることができる（６２６）。制御情報更新が、アルファＭＴＣ装置により取得される（６
２８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータなど、任意のタイプの制御情報とす
ることができる。
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【００５９】
　ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置である場合（６３０）、アルファＭＴＣ装置は、グル
ープの最後のＭＴＣ装置がその情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するのを待つ（６３２）
。最後のＭＴＣ装置がその情報を送信、またはアップロードした後、アルファＭＴＣ装置
は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放するが、Ｍ２Ｍオペレータに登録された状態
にとどまる（６３４）。アルファＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行する（６６０）。
【００６０】
　ＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開
始して、制御チャネルをリッスンすることができる（６３６）。アルファＭＴＣ装置の登
録が成功裡に完了すると（６３８）、非アルファＭＴＣ装置のそれぞれは、グループベー
スのＰ－ＴＭＳＩ（６４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（６４２）およびユー
ザプレーンの無線リソース情報（６４４）を取得することができる。上述したように、Ｍ
ＴＣ装置のグループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使
用して、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各
非アルファＭＴＣ装置は、その指定された送信時間を待つ（６４６）。送信時間は、ラン
ダムな、事前に構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づく
ものなどとすることができる。
【００６１】
　非アルファＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペ
レータが、各非アルファＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査
することができる（６４８）。登録が必要である場合、各非アルファＭＴＣ装置は、ＵＲ
Ｉを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（６２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ
）アカウント番号に基づくことができる。非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベースの
ＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができ
る（６２６）。登録が必要ではない場合、各非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベース
のＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることがで
きる（６２６）。各非アルファＭＴＣ装置は、その制御情報を更新して（６２８）、スリ
ープサイクル（６６０）に移行することができる。
【００６２】
　スリープサイクル（６６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（６６２）
を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動しており
、またシステム更新を求めて制御チャネルをリッスンすることができる。ウェイクアップ
サイクルは、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりランダムにスケジュールされる、事
前に構成される、およびそれらの組合せとすることができる。ネットワークによるポーリ
ングは、制御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シグナリングを
用いて行うことができる。ウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルを有
することができる。ＭＴＣ装置グループが起動している制御サイクルでは、ＭＴＣ装置は
、３ＧＰＰシステムの制御チャネルに再度登録する必要はなく、制御チャネル上で何らか
の更新を待つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアドレスを割り振ることも、割り振
らないこともできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号
を用いるページング／同報通信メッセージを使用して更新することができる。ページング
され、接続するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（Ｍ
２Ｍ　ＡＳ）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割振りを要求するシステムアクセ
スを行うことができる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰの上層でトラフィックチャネル
シグナリングを用いて行うことができる。例えば、システムが、保守オペレーション、ソ
フトウェアの更新、または新しい情報／コンフィギュレーションのダウンロードを行う必
要がある場合、これらのオペレーションは、装置がそのデータをシステムにアップロード
した後、またはその前の報告期間中に行うことができる。個々のＭＴＣ装置には、報告サ
イクルの持続期間中、３ＧＰＰ内で異なるローカルのＩＰアドレスを割り振ることができ
る。グループが報告時間を低減するために複数の同時アクセスを可能にするように、さら
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なるＩＰアドレスを割り振ることもできる。
【００６３】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
とも報告サイクルであるかを判定する（６６４）。それが制御サイクルである場合、ＭＴ
Ｃ装置は、ページ／同報通信メッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する
（６６６）。ページ／同報通信メッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリー
プサイクルに戻り、かつ次のウェイクアップサイクルを待つ（６６２）。ページ／同報通
信メッセージが送られており、グループ識別子（例えば、グループＭＳＩＳＤＮ）がグル
ープのものと一致した場合、ＭＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定
する（６６８）。それがグループページ／同報通信である場合、ＭＴＣ装置はアルファＭ
ＴＣ装置であり（６７０）、グループページ／同報通信ではない場合、ＭＴＣ装置は、ア
ルファＭＴＣ装置と同様に動作する（６７２）。ページ／同報通信中の情報は、単一の装
置を指定することができるが、またはグループにアドレス指定することもできる。後者の
場合、前に構成されたアルファ装置が応答することになる。他の装置（アルファではない
）は、その送信開始を待つことになる。これは、システムのセットアップコンフィギュレ
ーションに依存するはずである。いずれの場合においても、アルファもしくは動作するア
ルファＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（６７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアド
レスを取得し（６７６）、またユーザプレーンの無線リソース情報を取得することができ
る（６７８）。
【００６４】
　アルファまたは動作するアルファＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータな
どにより、Ｍ２Ｍオペレータが、アルファまたは動作するアルファＭＴＣ装置をＭ２Ｍオ
ペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（６８０）。登録が必要
である場合、アルファまたは動作するアルファＭＴＣ装置は、ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサ
ービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、アルファまたは動作するアル
ファＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし
、データをアップロードすることができる（６８２）。アルファまたは動作するアルファ
ＭＴＣ装置は、グループの最後のＭＴＣ装置が送信するのを待つ（６８４）。最後のＭＴ
Ｃ装置がその情報を送信、またはアップロードした後、アルファまたは動作するアルファ
ＭＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放するが、Ｍ２Ｍオペレータに登録
された状態にとどまる（６８６）。アルファまたは動作するアルファＭＴＣ装置は、スリ
ープサイクルに移行する（６６０）。
【００６５】
　それが報告サイクルであり、かつＭＴＣ装置がアルファＭＴＣ装置である場合（６７０
）、アルファＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（６７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩ
Ｐアドレスを取得し（６７６）、かつユーザプレーンの無線リソース情報を取得すること
ができる（６７８）。アルファＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどに
より、Ｍ２Ｍオペレータが、アルファＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があ
るかどうかを検査することができる（６８０）。登録が必要である場合、アルファＭＴＣ
装置は、ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。アルファＭＴＣ装置
は、アカウントベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアッ
プロードすることができる（６８２）。アルファＭＴＣ装置は、グループの最後のＭＴＣ
装置が送信するのを待つ（６８４）。最後のＭＴＣ装置が、その情報を送信、またはアッ
プロードした後、アルファＭＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放できる
が、Ｍ２Ｍオペレータに登録された状態にとどまる（６８６）。アルファＭＴＣ装置は、
スリープサイクルに移行する（６６０）。
【００６６】
　それが報告サイクルであり、かつＭＴＣ装置が非アルファＭＴＣ装置である場合（６８
８）、非アルファＭＴＣ装置は、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得する（６７８
）。非アルファＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオ
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ペレータが、各非アルファＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうか
を検査することができる（６８０）。登録が必要である場合、各非アルファＭＴＣ装置は
、ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合であっても、
非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアク
セスし、データをアップロードすることができる（６８２）。非アルファＭＴＣ装置は、
スリープサイクルに移行することができる（６６０）。
【００６７】
　図７Ａおよび図７Ｂは、スリープサイクル中にＩＰ接続を解放するＭＴＣに対する例示
的な登録プロセスを実施する例示的な流れ図７００である。登録は、システムの電源が投
入されると１回行うことができる。このプロセスでは、１群のＭＴＣ装置は、同じセル、
エリアまたは地理的位置に属することができる。グループは、３ＧＰＰ認可および認証の
ために、グループベースのＩＭＳＩを使用することができ、また登録プロセスは、正しく
ないＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる。ＭＴＣ装置のグループ
内の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し、そのデー
タを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。個々のＵＲＩは、Ｍ
ＴＣ装置のグループ内のＭＴＣ装置を識別するための識別子として使用することができる
。ＵＲＩはアカウント番号に基づくことができる。
【００６８】
　さらに、第１のＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなど、登録を実施することができる。第１のＭＴＣ装置は、ネットワークにより、ラ
ンダムに、ハッシュアルゴリズムで、事前のコンフィギュレーションにより、またはそれ
らの何らかの組合せにより選択することができる。第１のＭＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リ
ソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスなどを含むリソースを受け取る
ことができる。第１のＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他のＭＴＣ装置が、第１のＭＴＣ
装置の活動を行うことができる。第１のＭＴＣ装置の障害の検出は、ネットワークにより
、またはＭＴＣ装置により行うことができる。最後のＭＴＣ装置を、無線リソースおよび
ＩＰアドレスを解放し、Ｍ２Ｍとの登録を維持し、かつ現在のサイクルを終了させるため
に使用することができる。
【００６９】
　登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用することができる（７
０２）。登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それが第１のＭＴＣ装置かどうか判定する
（７０４）。ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合、無線リソースを取得することが
でき（７０６）、またＭ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる（７０８）。第
１のＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（７１０）。本明細書で述べる場合
、ＭＴＣ装置は、制御／マスタ装置（アルファ）と、他のものへと分離することができる
。この場合、複数のマスタ装置が存在することができ、１つの装置は、システムアクセス
を開始し（第１のＭＴＣ）、他の装置は、オペレーションの最後に接続を終了し、かつリ
ソースを解放する（最後の装置）。
【００７０】
　第１のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスの成
功を判定する（７１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセス、および／または認可および認証プ
ロセスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することが
できる（７１４）。新しい第１のＭＴＣ装置は、指定された再試行数が尽きた後、指定す
ることができる（７１６）。新しい第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ
２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。ある
いは、全ての指定された第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ）
登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。
【００７１】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（７１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（７２
０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（７２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および
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／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。第１のＭＴＣ
装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬ（uniform resource locator）を用いて、Ｍ２Ｍサービス登
録を行うことができる（７２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくこと
ができる。第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ
（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（７２６）。制御情
報更新が、第１のＭＴＣ装置により取得される（７２８）。制御情報は、コンフィギュレ
ーションデータなど、任意のタイプの制御情報とすることができる。この場合、第１のＭ
ＴＣ装置は最後のＭＴＣ装置ではないので（７３０）、第１のＭＴＣ装置はスリープサイ
クルに移行する（７６０）。
【００７２】
　ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開始
して、制御チャネルをリッスンすることができる（７３６）。第１のＭＴＣ装置の登録が
成功裡に完了すると（７３８）、非第１のＭＴＣ装置のそれぞれは、グループベースのＰ
－ＴＭＳＩ（７４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（７４２）、およびユーザプ
レーンの無線リソース情報（７４４）を取得することができる。上述したように、ＭＴＣ
装置のグループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し
て、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各非第
１のＭＴＣ装置は、その指定された送信時間を待つ（７４６）。送信時間は、ランダムな
、事前に構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくものな
どとすることができる。非第１のＭＴＣ装置は、その指定された送信時間まで休止するこ
とができる。
【００７３】
　非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレ
ータが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査する
ことができる（７４８）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまた
はＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（７２４）。ＵＲＩは、Ｍ２
Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベー
スのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロー
ドすることができる（７２６）。登録が必要ではない場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ア
カウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データ
をアップロードすることができる（７２６）。各非第１のＭＴＣ装置は、その制御情報を
更新することができる（７２８）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合
（７３０）、非第１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（７６０
）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、最後のＭＴＣ装置は、無線リソ
ースおよびＩＰアドレスを解放することができるが、Ｍ２Ｍオペレータに登録された状態
にとどまる（７３４）。最後のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる
（７６０）。
【００７４】
　スリープサイクル（７６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（７６２）
を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動しており
、またシステム更新を求めて制御チャネルをリッスンすることができる。ウェイクアップ
サイクルは、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりランダムにスケジュールされる、事
前に構成される、およびそれらの組合せとすることができる。ネットワークによるポーリ
ングは、制御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シグナリングを
用いて行うことができる。ウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルを有
することができる。ＭＴＣ装置グループが起動している制御サイクルでは、ＭＴＣ装置は
、３ＧＰＰシステムの制御チャネルに再度登録する必要はなく、制御チャネル上で何らか
の更新を待つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアドレスを割り振ることも、割り振
らないこともできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号
を用いるページング／同報通信メッセージを使用して更新することができる。ページング
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され、接続するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（Ｍ
２Ｍ　ＡＳ）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割振りを要求するシステムアクセ
スを行うことができる。Ｍ２Ｍ　ＡＳはまた、Ｍ２Ｍゲートウェイ、またはＭＴＣゲート
ウェイと呼ぶこともできる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰの上層でトラフィックチャ
ネルシグナリングを用いて行うことができる。例えば、ＭＴＣ装置は、サーバに接続する
ことができ、また任意の更新または保守オペレーションに直接到達することができる。こ
れらのオペレーションを行うために、別の時間を待つ必要はないはずである。個々のＭＴ
Ｃ装置は、報告サイクルの持続期間中、３ＧＰＰ内で異なるローカルのＩＰアドレスに割
り振ることができる。
【００７５】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
とも報告サイクルであるかを判定する（７６４）。それが制御サイクルである場合は、Ｍ
ＴＣ装置は、ページメッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する（７６６
）。ページメッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに戻り、
次のウェイクアップサイクルを待つ（７６２）。ページメッセージが送られている場合、
ＭＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定する（７６８）。それがグル
ープページである場合、ＭＴＣ装置は第１のＭＴＣ装置であり（７７０）、グループペー
ジではない場合、ＭＴＣ装置は、第１のＭＴＣ装置と同様に動作する（７７２）。いずれ
の場合においても、第１のもしくは動作する第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し
（７７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレスを取得し（７７６）、またユーザプレー
ンの無線リソース情報を取得することができる（７７８）。
【００７６】
　第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどに
より、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータ
に登録する必要があるかどうかを検査することができる（７８０）。登録が必要である場
合、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサ
ービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、第１のまたは動作する第１の
ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにア
クセスし、データをアップロードすることができる（７８２）。第１のまたは動作する第
１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行する（７６０）。
【００７７】
　それが報告サイクルであり（７６４）、かつＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合
（７７０）、第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（７７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベー
スのＩＰアドレスを取得し（７７６）、かつユーザプレーンの無線リソース情報を取得す
ることができる（７７８）。第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータな
どにより、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要が
あるかどうかを検査することができる（７８０）。登録が必要である場合、第１のＭＴＣ
装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。第１の
ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにア
クセスし、データをアップロードすることができる（７８２）。第１のＭＴＣ装置は、ス
リープサイクルに移行することができる（７８４）。
【００７８】
　それが報告サイクルであり、かつＭＴＣ装置が非第１のＭＴＣ装置である場合（７８８
）、非第１のＭＴＣ装置は、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得する（７７８）。
非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレー
タが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査す
ることができる（７８０）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩま
たはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合であっても
、非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）
サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（７８２）。非第１のＭＴ
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Ｃ装置は、スリープサイクルに移行することができる（７８４）。非第１のＭＴＣ装置が
、最後のＭＴＣ装置である場合、第１のものではないが最後のＭＴＣ装置は、無線リソー
スおよびＩＰアドレスを解放するが、Ｍ２Ｍオペレータに登録した状態に維持されうる（
７８６）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、非第１のＭＴＣ装置は
スリープサイクルに移行することができる。
【００７９】
　図８Ａおよび図８Ｂは、スリープサイクル中にＩＰ接続を維持するＭＴＣに対して例示
的な登録プロセスを実施する例示的な流れ図８００である。登録は、システムに電源が投
入されると１回行うことができる。このプロセスでは、１群のＭＴＣ装置は、同じセル、
エリアまたは地理的位置に属することができる。グループは、３ＧＰＰ認可および認証の
ためのグループベースのＩＭＳＩを使用することができ、また登録プロセスは、正しくな
いＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる。ＭＴＣ装置のグループ内
の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し、そのデータ
を、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。個々のＵＲＩを、ＭＴ
Ｃ装置のグループ内でＭＴＣ装置を識別するための識別子として使用することができる。
ＵＲＩは、アカウント番号に基づくことができる。
【００８０】
　さらに、第１のＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなど、登録を行うことができる。第１のＭＴＣ装置は、ネットワークにより、ランダ
ムに、ハッシュアルゴリズムで、事前のコンフィギュレーションにより、またはそれらの
何らかの組合せにより選択することができる。第１のＭＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソー
ス制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスなどを含むリソースを受け取ること
ができる。第１のＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他のＭＴＣ装置が、第１のＭＴＣ装置
の活動を行うことができる。第１のＭＴＣ装置の障害の検出は、ネットワークにより、ま
たはＭＴＣ装置により行うことができる。最後のＭＴＣ装置は、無線リソースを解放し、
ＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持するために使用することができる。
【００８１】
　登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用することができる（８
０２）。登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それが第１のＭＴＣ装置であるかどうかを
判定する（８０４）。ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合、無線リソースを取得す
ることができ（８０６）、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる（８０８）
。第１のＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（８１０）。
【００８２】
　第１のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスの成
功を判定する（８１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセス、および／または認可および認証プ
ロセスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することが
できる（８１４）。新しい第１のＭＴＣ装置は、指定された再試行数が尽きた後、指定す
ることができる（８１６）。新しい第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ
２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。ある
いは、全ての指定された第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ）
登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。
【００８３】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（８１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（８２
０）、およびユーザプレーンの無線リソース情報（８２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、およ
び／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。第１のＭＴ
Ｃ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（８２４
）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。第１のＭＴＣ装置は
、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、デ
ータをアップロードすることができる（８２６）。制御情報更新が、第１のＭＴＣ装置に
より取得される（８２８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータなど、任意のタ
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イプの制御情報とすることができる。この場合、第１のＭＴＣ装置は、最後のＭＴＣ装置
ではないので（８３０）、第１のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行する（８６０）。
【００８４】
　ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開始
して、制御チャネルをリッスンすることができる（８３６）。第１のＭＴＣ装置の登録が
成功裡に完了すると（８３８）、非第１のＭＴＣ装置のそれぞれは、グループベースのＰ
－ＴＭＳＩ（８４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（８４２）およびユーザプレ
ーンの無線リソース情報（８４４）を取得することができる。上述したように、ＭＴＣ装
置のグループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し、
そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各非第１の
ＭＴＣ装置は、その指定された送信時間を待つ（８４６）。送信時間は、ランダムである
、事前に構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくものな
どとすることができる。非第１のＭＴＣ装置は、その指定された送信時間になるまで、休
止することができる。
【００８５】
　非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレ
ータが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査する
ことができる（８４８）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまた
はＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（８２４）。ＵＲＩはＭ２Ｍ
（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベース
のＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロード
することができる（８２６）。登録が必要ではない場合、各非第１のＭＴＣ装置は、アカ
ウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データを
アップロードすることができる（８２６）。各非第１のＭＴＣ装置は、その制御情報を更
新することができる（８２８）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合（
８３０）、非第１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（８６０）
。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、最後のＭＴＣ装置は、無線リソー
スを解放し、かつＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持することができる
（８３４）。最後のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行することができる（８６０）。
【００８６】
　スリープサイクル（８６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（８６２）
を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動しており
、またシステム更新を求めて制御チャネルでリッスンすることができる。ウェイクアップ
サイクルは、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりランダムにスケジュールされる、事
前に構成される、およびそれらの組合せとすることができる。ネットワークによるポーリ
ングは、制御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シグナリングを
用いて行うことができる。ウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルを有
することができる。ＭＴＣ装置グループが起動している制御サイクルでは、ＭＴＣ装置は
、３ＧＰＰシステムの制御チャネルに再度登録する必要はなく、制御チャネル上の何らか
の更新を待つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアドレスを割り振ることも、割り振
らないこともできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号
を用いるページング／同報通信メッセージを使用して更新することができる。ページング
され、接続するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（Ｍ
２Ｍ　ＡＳ）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割振りを要求するシステムアクセ
スを行うことができる。Ｍ２Ｍ　ＡＳはまた、Ｍ２ＭゲートウェイまたはＭＴＣゲートウ
ェイと呼ぶこともできる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰの上層でトラフィックチャネ
ルシグナリングを用いて行うことができる。個々のＭＴＣ装置には、報告サイクルの持続
期間中、３ＧＰＰ内で異なるローカルＩＰアドレスを割り振ることができる。
【００８７】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
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とも報告サイクルであるかを判定する（８６４）。それが制御サイクルである場合、ＭＴ
Ｃ装置は、ページメッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する（８６６）
。ページメッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに戻り、次
のウェイクアップサイクルを待つ（８６２）。ページメッセージが送られていた場合、Ｍ
ＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定する（８６８）。それがグルー
プページである場合、ＭＴＣ装置は、第１のＭＴＣ装置であり（８７０）、それがグルー
プページではない場合、ＭＴＣ装置は、第１のＭＴＣ装置として動作する（８７２）。い
ずれの場合においても、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得
し（８７４）、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得することができる（８７８）。
【００８８】
　第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどに
より、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータ
に登録する必要があるかどうかを検査することができる（８８０）。登録が必要である場
合、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサ
ービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、第１のまたは動作する第１の
ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにア
クセスし、データをアップロードすることができる（８８２）。第１のまたは動作する第
１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（８６０）。
【００８９】
　それが報告サイクルであり（８６４）、かつＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合
（８７０）、第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（８７４）、かつユーザプレー
ンの無線リソース情報を取得することができる（８７８）。第１のＭＴＣ装置は、そのコ
ンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のＭＴＣ装置をＭ２
Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（８８０）。登録が
必要である場合、第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登
録を行うことができる。第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを
用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（８８
２）。第１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（８８４）。
【００９０】
　それが報告サイクルであり、かつＭＴＣ装置が非第１のＭＴＣ装置である場合（８８８
）、非第１のＭＴＣ装置は、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得することができる
（８７８）。非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ
２Ｍオペレータが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかど
うかを検査することができる（８８０）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置
は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場
合であっても、非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いて
Ｍ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（８８２）。
非第１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（８８４）。非第１の
ＭＴＣ装置が、最後のＭＴＣ装置である場合、第１のものではないが最後のＭＴＣ装置は
、無線リソースを解放し、かつＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持する
ことができる。（８８６）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、非第
１のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行することができる。
【００９１】
　図９Ａおよび図９Ｂは、スリープサイクル中にＩＰ接続を維持し、かつＭＢＭＳ（mult
imedia broadcast multicast services）を使用するＭＴＣに対して例示的な登録プロセ
スを実施する例示的な流れ図９００である。登録は、システムに電源が投入されると１回
行うことができる。このプロセスでは、１群のＭＴＣ装置は、同じセル、エリアまたは地
理的位置に属することができる。グループは、３ＧＰＰ認可および認証のためのグループ
ベースのＩＭＳＩを使用することができ、また登録プロセスは、正しくないＩＭＳＩがＭ
ＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる。ＭＴＣ装置のグループ内の個々のＭＴＣ
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装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し、そのデータを、同じＰ－Ｔ
ＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。個々のＵＲＩを、ＭＴＣ装置のグルー
プ内でＭＴＣ装置を識別するための識別子として使用することができる。ＵＲＩは、アカ
ウント番号に基づくことができる。
【００９２】
　さらに、第１のＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなどの登録を行うことができる。第１のＭＴＣ装置は、ネットワークにより、ランダ
ムに、ハッシュアルゴリズムで、事前のコンフィギュレーションにより、またはそれらの
何らかの組合せにより選択することができる。第１のＭＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソー
ス制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスなどを含むリソースを受け取ること
ができる。第１のＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他のＭＴＣ装置が、第１のＭＴＣ装置
の活動を行うことができる。第１のＭＴＣ装置の障害の検出は、ネットワークにより、ま
たはＭＴＣ装置により行うことができる。最後のＭＴＣ装置は、無線リソースを解放し、
ＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持するために使用することができる。
【００９３】
　登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用することができる（９
０２）。登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それが第１のＭＴＣ装置であるかどうかを
判定する（９０４）。ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合、無線リソースを取得す
ることができ（９０６）、またＭ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる（９０
８）。第１のＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（９１０）。
【００９４】
　第１のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスの成
功を判定する（９１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセス、および／または認可および認証プ
ロセスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することが
できる（９１４）。新しい第１のＭＴＣ装置は、指定された再試行数が尽きた後、指定す
ることができる（９１６）。新しい第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ
２Ｍ（ｘ）登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。ある
いは、全ての指定された第１のＭＴＣ装置に対する再試行数が尽きた場合、Ｍ２Ｍ（ｘ）
登録、および／または認可および認証プロセスを打ち切ることができる。
【００９５】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（９１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（９２
０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（９２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、および
／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。第１のＭＴＣ
装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを用いて、Ｍ２Ｍサービス登録を行うことができる（９２４
）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。第１のＭＴＣ装置は
、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、デ
ータをアップロードすることができる（９２６）。制御情報更新が、第１のＭＴＣ装置に
より取得される（９２８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータなど、任意のタ
イプの制御情報とすることができる。この場合、第１のＭＴＣ装置は、最後のＭＴＣ装置
ではないので（９３０）、第１のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行する（９６０）。
【００９６】
　ＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開始
して、制御チャネルをリッスンすることができる（９３６）。第１のＭＴＣ装置の登録が
成功裡に完了すると（９３８）、非第１のＭＴＣ装置のそれぞれは、グループベースのＰ
－ＴＭＳＩ（９４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（９４２）、およびユーザプ
レーンの無線リソース情報（９４４）を取得することができる。上述したように、ＭＴＣ
装置のグループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用し
、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各非第１
のＭＴＣ装置は、その指定された送信時間を待つ（９４６）。送信時間は、ランダムであ
る、事前に構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくもの
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などとすることができる。非第１のＭＴＣ装置は、その指定された送信時間になるまで、
休止することができる。
【００９７】
　非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレ
ータが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査する
ことができる（９４８）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまた
はＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（９２４）。ＵＲＩはＭ２Ｍ
（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベース
のＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロード
することができる（９２６）。登録が必要ではない場合、各非第１のＭＴＣ装置は、アカ
ウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスして、データ
をアップロードすることができる（９２６）。各非第１のＭＴＣ装置は、その制御情報を
更新することができる（９２８）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合
（９３０）、非第１のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行することができる（９６０）
。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、最後のＭＴＣ装置は、無線リソー
スを解放し、かつＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持することができる
（９３４）。最後のＭＴＣ装置はスリープサイクルに移行することができる（９６０）。
【００９８】
　スリープサイクル（９６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（９６２）
を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動しており
、またシステム更新を求めて、ＭＢＭＳ、または事前に構成されたＭ２ＭのＩＰ同報通信
またはマルチキャストチャネルをリッスンすることができる。ウェイクアップサイクルは
、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりランダムにスケジュールされる、事前に構成さ
れる、およびそれらの組合せとすることができる。ネットワークによるポーリングは、制
御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シグナリングを用いて行う
ことができる。ウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルを有することが
できる。ＭＴＣ装置グループが起動している制御サイクルでは、ＭＴＣ装置は、３ＧＰＰ
システムの制御チャネルに再度登録する必要はなく、制御チャネル上で何らかの更新を待
つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアドレスを割り振ることも、割り振らないこと
もできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号を用いるペ
ージング／同報通信メッセージを使用して更新することができる。ページングされ、接続
するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（Ｍ２Ｍ　ＡＳ
）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割振りを要求するシステムアクセスを行うこ
とができる。Ｍ２Ｍ　ＡＳはまた、Ｍ２ＭゲートウェイまたはＭＴＣゲートウェイと呼ぶ
こともできる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰの上層でトラフィックチャネルシグナリ
ングを用いて行うことができる。個々のＭＴＣ装置には、報告サイクルの持続期間中、３
ＧＰＰ内で異なるローカルのＩＰアドレスを割り振ることができる。
【００９９】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
とも報告サイクルであるかを判定する（９６４）。それが制御サイクルである場合、ＭＴ
Ｃ装置は、ページメッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する（９６６）
。ページメッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに戻り、次
のウェイクアップサイクルを待つ（９６２）。ページメッセージが送られていた場合、Ｍ
ＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定する（９６８）。それがグルー
プページである場合、ＭＴＣ装置は第１のＭＴＣ装置であり（９７０）、それがグループ
ページではない場合、ＭＴＣ装置は第１のＭＴＣ装置として動作する（９７２）。いずれ
の場合においても、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（
９７４）、かつユーザプレーンの無線リソース情報を取得することができる（９７８）。
【０１００】
　第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどに
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より、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータ
に登録する必要があるかどうかを検査することができる（９８０）。登録が必要である場
合、第１のまたは動作する第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサ
ービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、第１のまたは動作する第１の
ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにア
クセスし、データをアップロードすることができる（９８２）。第１のまたは動作する第
１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（９６０）。
【０１０１】
　それが報告サイクルであり（９６４）、かつＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ装置である場合
（９７０）、第１のＭＴＣ装置は、無線リソースを取得し（９７４）、かつユーザプレー
ンの無線リソース情報を取得することができる（９７８）。第１のＭＴＣ装置は、そのコ
ンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、第１のＭＴＣ装置をＭ２
Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（９８０）。登録が
必要である場合、第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登
録を行うことができる。第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを
用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（９８
２）。第１のＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行することができる（９８４）。
【０１０２】
　それが報告サイクルであり、かつＭＴＣ装置が非第１のＭＴＣ装置である場合（９８８
）、非第１のＭＴＣ装置は、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得する（９７８）。
非第１のＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレー
タが、各非第１のＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査す
ることができる（９８０）。登録が必要である場合、各非第１のＭＴＣ装置は、ＵＲＩま
たはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合においても
、非第１のＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）
サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（９８２）。非第１のＭＴ
Ｃ装置は、スリープサイクルに移行することができる（９８４）。非第１のＭＴＣ装置が
最後のＭＴＣ装置である場合、第１のものではないが最後のＭＴＣ装置は、無線リソース
を解放し、かつＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへの登録とを維持することができる。
（９８６）。非第１のＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、非第１のＭＴＣ装置
はスリープサイクルに移行することができる。
【０１０３】
　図１０は、ＭＴＣ装置のグループに対する例示的な報告サイクル１０００である。報告
サイクルでは、ＭＴＣ装置は、そのデータをネットワークに送信することができる。ＭＴ
Ｃ装置は、ネットワークにより指定された一連の順序でこれを行うことができる、または
複数のＭＴＣ装置は、ランダムにシステムにアクセスして、そのデータを報告することが
できる。
【０１０４】
　例として、４つのＭＴＣ装置グループが示されており、ＭＴＣ装置グループ１０１０、
ＭＴＣ装置グループ１０１５、ＭＴＣ装置グループ１０２０、およびＭＴＣ装置グループ
１０２５として示すことができる。各ＭＴＣ装置グループは、複数のＭＴＣ装置を含むこ
とができる。例えば、ＭＴＣ装置グループ１０１０は、ＭＴＣ装置１～Ｊを含むことがで
き、ＭＴＣ装置グループ１０１５は、ＭＴＣ装置１～Ｋを含むことができ、ＭＴＣ装置グ
ループ１０２０は、ＭＴＣ装置１～Ｍを含むことができ、またＭＴＣ装置グループ１０２
５は、ＭＴＣ装置１～Ｎを含むことができる。各ＭＴＣ装置グループは、セル識別子およ
びＩＭＳＩ番号に関連付けることができる。例えば、ＭＴＣ装置グループ１０１０は、セ
ル＃ＹおよびＩＭＳＩ＃ｓに関連付けることができ、ＭＴＣ装置グループ１０１５は、セ
ル＃ｖおよびＩＭＳＩ＃ｚに関連付けることができ、ＭＴＣ装置グループ１０２０は、セ
ル＃ｑおよびＩＭＳＩ＃ｐに関連付けることができ、かつＭＴＣ装置グループ１０２５は
、セル＃１およびＩＭＳＩ＃ｘに関連付けることができる。図１０はまた、Ｍ２Ｍ　ＡＳ
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１０４０と通信できるＭ２Ｍユーザ１０３０を示しており、Ｍ２Ｍ　ＡＳ１０４０は、コ
アネットワーク１０５０と通信することができる。ＭＴＣ装置グループ１０１０、１０１
５、１０２０、および１０２５は、ＣＮ１０５０と通信することができる。
【０１０５】
　動作的には、Ｍ２Ｍユーザ１０３０は、何らかのＭＴＣ装置からの情報を求める要求を
Ｍ２Ｍ　ＡＳ１０４０に送ることができる（１０３５）。要求は、周期的なトリガ、イベ
ントベースのトリガ、他の同様のトリガ、またはそれらの組合せとすることができる。Ｍ
２Ｍユーザ１０３０に応じて、Ｍ２Ｍ　ＡＳ１０４０は、ＣＮ１０５０にサービス要求を
送る、または時間ベースのイベントをトリガすることができる（１０４５）。サービス要
求またはトリガは、セルのリストもしくはセル識別子、ＩＭＳＩのリスト、および時間ウ
ィンドウを含むことができる。例えば、時間ウィンドウは、グループが起動する時間とす
ることができ、また送信時間は、送信するために個々のＭＴＣに割り振られた時間であり
、その時間の後、休止に移行する。ＣＮ１０５０は、ＩＭＳＩ＃などのグループ識別子を
有する個々のセルにシステムページを送ることができ、またどのＭＴＣ装置がマスタＭＴ
Ｃ装置でありうるかを示す情報を含むこともできる。本明細書で論ずる場合、マスタＭＴ
Ｃ装置は、ＭＴＣ装置グループのためにＩＭＳＩ接続プロセスを実施することができる。
マスタＭＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰア
ドレスなどを含むリソースを受け取ることができる。
【０１０６】
　図１１は、ＭＴＣ装置のグループに対する制御期間イベント、または制御サイクルの例
である。制御サイクル中、ネットワークは、動作方法を構成するために、制御データをＭ
ＴＣ装置に送ることができる。
【０１０７】
　例として、４つのＭＴＣ装置グループが示されており、ＭＴＣ装置グループ１１１０、
ＭＴＣ装置グループ１１１５、ＭＴＣ装置グループ１１２０およびＭＴＣ装置グループ１
１２５として示すことができる。各ＭＴＣ装置グループは、複数のＭＴＣ装置を含むこと
ができる。例えば、ＭＴＣ装置グループ１１１０は、ＭＴＣ装置１～Ｊを含むことができ
、ＭＴＣ装置グループ１１１５は、ＭＴＣ装置１～Ｋを含むことができ、ＭＴＣ装置グル
ープ１１２０は、ＭＴＣ装置１～Ｍを含むことができ、またＭＴＣ装置グループ１１２５
は、ＭＴＣ装置１～Ｎを含むことができる。各ＭＴＣ装置グループは、セル識別子および
ＩＭＳＩ番号に関連付けることができる。例えば、ＭＴＣ装置グループ１１１０は、セル
＃ＹおよびＩＭＳＩ＃ｓに関連付けることができ、ＭＴＣ装置グループ１１１５は、セル
＃ｖおよびＩＭＳＩ＃ｚに関連付けることができ、ＭＴＣ装置グループ１１２０は、セル
＃ｑおよびＩＭＳＩ＃ｐに関連付けることができ、かつＭＴＣ装置グループ１１２５は、
セル＃１およびＩＭＳＩ＃ｘに関連付けることができる。図１１はまた、Ｍ２Ｍ　ＡＳ１
１４０と通信できるＭ２Ｍユーザ１１３０を示しており、Ｍ２Ｍ　ＡＳ１１４０は、コア
ネットワーク１１５０と通信することができる。ＭＴＣ装置グループ１１１０、１１１５
、１１２０、および１１２５は、ＣＮ１１５０と通信することができる。
【０１０８】
　動作的には、Ｍ２Ｍユーザ１１３０は、制御情報更新をトリガするための要求をＭ２Ｍ
　ＡＳ１１４０に送ることができる（１１３５）。要求は、周期的なトリガ、イベントベ
ースのトリガ、他の同様のトリガ、またはそれらの組合せとすることができる。Ｍ２Ｍユ
ーザ１１３０に応じて、Ｍ２Ｍ　ＡＳ１１４０は、ＣＮ１１５０にサービス要求を送る、
または時間ベースのイベントをトリガすることができる（１１４５）。サービス要求また
はトリガは、セルのリストもしくはセル識別子、ＩＭＳＩのリスト、ＭＴＣ装置の識別子
および時間ウィンドウを含むことができる。ＣＮ１１５０は、セル識別子、ＩＭＳＩ＃な
どのグループ識別子を有するシステムページを送ることができ、またＭＴＣ装置識別子を
含むこともできる。
【０１０９】
　図１２Ａおよび図１２Ｂは、スリープサイクル中にＩＰ接続を解放することを含む、Ｍ
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ＴＣに対してネットワークベースの登録を実施する例示的な流れ図１２００である。登録
は、システムに電源が投入されると１回行うことができる。このプロセスでは、１群のＭ
ＴＣ装置は、同じセル、エリアまたは地理的位置に属することができる。グループは、３
ＧＰＰ認可および認証のために、グループベースのＩＭＳＩを使用することができ、また
登録プロセスは、正しくないＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる
。ＭＴＣ装置のグループ内の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアド
レスを使用し、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができ
る。個々のＵＲＩは、ＭＴＣ装置のグループ内のＭＴＣ装置を識別するための識別子とし
て使用することができる。ＵＲＩはアカウント番号に基づくことができる。
【０１１０】
　さらに、１つのＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなどの登録を実施することができる。このＭＴＣ装置は、マスタＭＴＣ装置と呼ぶこ
とができる。マスタＭＴＣ装置は、ネットワークにより選択することができる。マスタＭ
ＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスな
どを含むリソースを受け取ることができる。マスタＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他の
ＭＴＣ装置が、マスタＭＴＣ装置の活動を行うことができる。マスタＭＴＣ装置の障害の
検出は、ネットワークにより、マスタＭＴＣ装置それ自体により、かつ／またはグループ
外の他のＭＴＣ装置により行うことができる。
【０１１１】
　登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用可能になる（１２０２
）。ネットワークは、マスタＭＴＣ装置の識別を含むシステムページを送ることができる
（１２０３）。登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それがマスタＭＴＣ装置かどうか判
定する（１２０４）。ＭＴＣ装置がマスタＭＴＣ装置である場合、無線リソースを取得す
ることができ（１２０６）、またＭ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる（１
２０８）。マスタＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（１２１０）。
【０１１２】
　マスタＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスの成功
を判定する（１２１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスおよび／または認可および認証プロ
セスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することがで
きる（１２１４）。ネットワークは、新しいマスタＭＴＣ装置を含む他のシステムページ
を送ることにより、他のマスタＭＴＣ装置を選択することができる（１２１６）。
【０１１３】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（１２１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（１
２２０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（１２２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録、
および／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。マスタ
ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用して、Ｍ２Ｍサービス登録を行うことができる
（１２２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。マスタＭ
ＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアク
セスし、データをアップロードすることができる（１２２６）。制御情報更新が、マスタ
ＭＴＣ装置により取得される（１２２８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータ
など、任意のタイプの制御情報とすることができる。
【０１１４】
　マスタＭＴＣ装置が、その情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するグループ最後のＭＴＣ
装置である場合（１２３０）、マスタＭＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを
解放することができるが、Ｍ２Ｍオペレータへのその登録状態を維持する（１２３４）。
マスタＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行する（１２６０）。マスタＭＴＣ装置が、
最後のＭＴＣ装置ではない場合、マスタＭＴＣ装置はスリープサイクルに入ることができ
る（１２６０）。
【０１１５】
　ＭＴＣ装置がマスタＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開始
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して、制御チャネルをリッスンすることができる（１２３６）。マスタＭＴＣ装置の登録
が成功裡に完了すると（１２３８）、各ＭＴＣ装置は、グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（
１２４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（１２４２）およびユーザプレーンの無
線リソース情報（１２４４）を取得することができる。上述したように、ＭＴＣ装置のグ
ループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用して、その
データを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各ＭＴＣ装置は
、その指定された送信時間を待つ（１２４６）。送信時間は、ランダムである、事前に構
成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくものなどとするこ
とができる。ＭＴＣ装置は、その指定された送信時間まで休止することができる。
【０１１６】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
各ＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査することができる（１
２４８）。登録が必要である場合、各ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
Ｍサービス登録を行うことができる（１２２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番
号に基づくことができる。ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用い
てＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（１２２６
）。登録が必要ではない場合、各非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩま
たはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることが
できる（１２２６）。各ＭＴＣ装置は、その制御情報をアップロードすることができる（
１２２８）。
【０１１７】
　ＭＴＣ装置が、その情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するグループ最後のＭＴＣ装置で
ある場合（１２３０）、ＭＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放すること
ができるが、Ｍ２Ｍオペレータへのその登録状態を維持する（１２３４）。ＭＴＣ装置は
、スリープサイクルに移行する（１２６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場
合、ＭＴＣ装置はスリープサイクルに入ることができる（１２６０）。
【０１１８】
　スリープサイクル（１２６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（１２６
２）を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動して
おり、またシステム更新を求めて制御チャネルでリッスンすることができる。ウェイクア
ップサイクルは、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりランダムにスケジュールされる
が、事前に構成する、またそれらの組合せとすることもできる。ネットワークによるポー
リングは、制御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シグナリング
を用いて行うことができる。ウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルを
有することができる。ＭＴＣ装置グループが起動している制御サイクルでは、ＭＴＣ装置
は、３ＧＰＰシステムの制御チャネルに再度登録する必要はなく、制御チャネル上で何ら
かの更新を待つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアドレスを割り振ることも、割り
振らないこともできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番
号を用いるページング／同報通信メッセージを使用して更新することができる。ページン
グされ、接続するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（
Ｍ２Ｍ　ＡＳ）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割振りを要求するシステムアク
セスを行うことができる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰの上層でトラフィックチャネ
ルシグナリングを用いて行うことができる。個々のＭＴＣ装置には、報告サイクルの持続
期間中、３ＧＰＰ内で異なるローカルのＩＰアドレスを割り振ることができる。
【０１１９】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
とも報告サイクルであるかを判定する（１２６４）。それが制御サイクルである場合は、
ＭＴＣ装置は、ページメッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する（１２
６６）。ページメッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに戻
り、次のウェイクアップサイクルを待つ（１２６２）。ページメッセージが送られていた
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場合、ＭＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定する（１２６８）。そ
れがグループページである場合、ページングメッセージ中の情報に基づいて、マスタＭＴ
Ｃ装置を選択する／識別することができるが、またはＭＴＣ装置は第２のページを待つこ
とができる（１２７０）。それがグループページではない、またはマスタＭＴＣ装置が選
択されていた場合、ＭＴＣ装置（マスタＭＴＣ装置とすることができる）は、無線リソー
ス（１２７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレスを取得し（１２７６）、かつユーザ
プレーンの無線リソース情報を取得することができる（１２７８）。
【０１２０】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
ＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（
１２８０）。登録が必要である場合、ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、ＭＴＣ装置は、アカウン
トベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスして、データをア
ップロードすることができる（１２８２）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、
ＭＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放できるが、Ｍ２Ｍオペレータへの
登録は維持する（１２８６）。ＭＴＣ装置はスリープサイクルに入ることができる（１２
６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置はスリープサイクルに
入ることができる（１２６０）。
【０１２１】
　それが報告サイクルである場合（１２６５）、マスタＭＴＣ装置を、ページングメッセ
ージ中の情報に基づいて選択する／識別することができるが、またはＭＴＣ装置は、第２
のページを待つことができる（１２７０）。ＭＴＣ装置（マスタＭＴＣ装置とすることが
できる）は、無線リソース（１２７４）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（１２７６
）を取得し、かつユーザプレーンの無線リソース情報を取得することができる（１２７８
）。
【０１２２】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
ＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（
１２８０）。登録が必要である場合、ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、ＭＴＣ装置は、アカウン
トベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアッ
プロードすることができる（１２８２）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、Ｍ
ＴＣ装置は、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放することができるが、Ｍ２Ｍオペレ
ータへの登録は維持する（１２８６）。ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに入ることがで
きる（１２６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、スリー
プサイクルに入ることができる（１２６０）。
【０１２３】
　図１３Ａおよび図１３Ｂは、スリープサイクル中にＩＰ接続を維持することを含むＭＴ
Ｃに対してネットワークベースの登録を実施する例示的な流れ図１３００である。登録は
、システムに電源が投入されると１回行うことができる。このプロセスでは、１群のＭＴ
Ｃ装置は、同じセル、エリアまたは地理的位置に属することができる。グループは、３Ｇ
ＰＰ認可および認証のために、グループベースのＩＭＳＩを使用することができ、また登
録プロセスは、正しくないＩＭＳＩがＭＴＣ装置により提供された場合、拒否されうる。
ＭＴＣ装置のグループ内の個々のＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレ
スを使用し、そのデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる
。個々のＵＲＩは、ＭＴＣ装置のグループ内でＭＴＣ装置を識別するための識別子として
使用することができる。ＵＲＩはアカウント番号に基づくことができる。
【０１２４】
　さらに、１つのＭＴＣ装置は、ＭＴＣ装置グループのために、例えば、ＩＭＳＩ接続手
続きなど、登録を実施することができる。このＭＴＣ装置は、マスタＭＴＣ装置と呼ぶこ
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とができる。マスタＭＴＣ装置は、ネットワークにより選択することができる。マスタＭ
ＴＣ装置は、ＲＲＣ（無線リソース制御装置）リソース、Ｐ－ＴＭＳＩ、ＩＰアドレスな
どを含むリソースを受け取ることができる。マスタＭＴＣ装置に障害が起きた場合、他の
ＭＴＣ装置が、マスタＭＴＣ装置の活動を行うことができる。マスタＭＴＣ装置の障害の
検出は、ネットワークにより、マスタＭＴＣ装置それ自体により、かつ／またはグループ
外の他のＭＴＣ装置により行うことができる。
【０１２５】
　登録プロセスは、全てのＭＴＣ装置に電源が投入された後に利用可能になる（１３０２
）。ネットワークは、マスタＭＴＣ装置の識別を含むシステムページを送ることができる
（１３０３）。登録が開始された後、ＭＴＣ装置は、それがマスタＭＴＣ装置かどうか判
定する（１３０４）。ＭＴＣ装置がマスタＭＴＣ装置である場合、無線リソースを取得す
ることができ（１３０６）、またＭ２Ｍ（ｘ）登録プロセスを開始することができる（１
３０８）。マスタＭＴＣ装置の認可および認証を行うことができる（１３１０）。
【０１２６】
　マスタＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録および／または認可および認証プロセスの成功
を判定する（１３１２）。Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセスおよび／または認可および認証プロ
セスに成功していない場合、登録および認証は、指定された回数だけ再試行することがで
きる（１３１４）。ネットワークは、新しいマスタＭＴＣ装置を含む他のシステムページ
を送ることにより、他のマスタＭＴＣ装置を選択することができる（１３１６）。
【０１２７】
　グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（１３１８）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（１
３２０）およびユーザプレーンの無線リソース情報（１３２２）を、Ｍ２Ｍ（ｘ）登録お
よび／または認可および認証プロセスが成功した場合、取得することができる。マスタＭ
ＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うことができる（１
３２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくことができる。マスタＭＴＣ
装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセス
し、データをアップロードすることができる（１３２６）。制御情報更新が、マスタＭＴ
Ｃ装置により取得される（１３２８）。制御情報は、コンフィギュレーションデータなど
、任意のタイプの制御情報とすることができる。
【０１２８】
　マスタＭＴＣ装置が、その情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するグループ最後のＭＴＣ
装置である場合（１３３０）、マスタＭＴＣ装置は、無線リソースを解放することができ
るが、ＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへのその登録状態とを維持する（１３３４）。
マスタＭＴＣ装置は、スリープサイクルに移行する（１３６０）。マスタＭＴＣ装置が最
後のＭＴＣ装置ではない場合、マスタＭＴＣ装置はスリープサイクルに入ることができる
（１３６０）。
【０１２９】
　ＭＴＣ装置がマスタＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、Ｍ２Ｍ状態マシンを開始
して、制御チャネルをリッスンすることができる（１３３６）。マスタＭＴＣ装置の登録
が成功裡に完了すると（１３３８）、各ＭＴＣ装置は、グループベースのＰ－ＴＭＳＩ（
１３４０）、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレス（１３４２）、およびユーザプレーンの
無線リソース情報（１３４４）を取得することができる。上述したように、ＭＴＣ装置の
グループ内の各ＭＴＣ装置は、同じ無線リソースおよび同じＩＰアドレスを使用して、そ
のデータを、同じＰ－ＴＭＳＩ／ＩＭＳＩを用いて送信することができる。各ＭＴＣ装置
は、その指定された送信時間を待つ（１３４６）。送信時間は、ランダムである、事前に
構成される、ポーリング関数、その識別子を用いるハッシュ関数に基づくものなどとする
ことができる。ＭＴＣ装置は、その指定された送信時間まで休止することができる。
【０１３０】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
各ＭＴＣ装置をＭ２Ｍサーバに登録する必要があるかどうかを検査することができる（１
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３４８）。登録が必要である場合、各ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
Ｍサービス登録を行うことができる（１３２４）。ＵＲＩは、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番
号に基づくことができる。ＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用い
てＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることができる（１３２６
）。登録が必要ではない場合、各非アルファＭＴＣ装置は、アカウントベースのＵＲＩま
たはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすることが
できる（１３２６）。各ＭＴＣ装置は、その制御情報を更新することができる（１３２８
）。
【０１３１】
　ＭＴＣ装置が、その情報をＭ２Ｍ（ｘ）サーバに送信するグループ最後のＭＴＣ装置で
ある場合（１３３０）、ＭＴＣ装置は、無線リソースを解放するが、ＩＰアドレスと、Ｍ
２Ｍオペレータへの登録状態とを維持する（１３３４）。ＭＴＣ装置は、スリープサイク
ルへと移行する（１３６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置
はスリープサイクルに入ることができる（１３６０）。
【０１３２】
　スリープサイクル（１３６０）は、その後に周期的なウェイクアップサイクル（１３６
２）を行うことができる。ＭＴＣ装置は、周期的なウェイクアップサイクル中は起動して
おり、またシステム更新を求めて、制御チャネルまたはＩＰマルチキャストをリッスンす
ることができる。ウェイクアップサイクルは、ネットワークにより、ＭＴＣ装置によりラ
ンダムにスケジュールされるが、事前に構成する、またそれらの組合せとすることもでき
る。ネットワークによるポーリングは、制御チャネルシグナリング、またはトラフィック
チャネル帯域内シグナリングを用いて行うことができる。ウェイクアップサイクルは、制
御サイクルと報告サイクルを有することができる。ＭＴＣ装置グループが起動している制
御サイクルでは、ＭＴＣ装置は、３ＧＰＰシステムの制御チャネルに再度登録する必要は
なく、制御チャネル上で何らかの更新を待つことができる。制御サイクル中に、ＩＰアド
レスを割り振ることも、割り振らないこともできる。各個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／
Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号を用いるページング／同報通信メッセージを使用して更新
することができる。ページングされ、接続するように命令された場合、個々のＭＴＣ装置
は、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（Ｍ２Ｍ　ＡＳ）に接続するために、ＲＲＣ接続およびＩＰ割
振りを要求するシステムアクセスを行うことができる。報告サイクルでは、制御は、ＩＰ
の上層でトラフィックチャネルシグナリングを用いて行うことができる。個々のＭＴＣ装
置には、報告サイクルの持続期間中、３ＧＰＰ内で異なるローカルのＩＰアドレスを割り
振ることができる。
【０１３３】
　具体的には、各ＭＴＣ装置は、ウェイクアップサイクルが制御サイクルであるか、それ
とも報告サイクルであるかを判定する（１３６４）。それが制御サイクルである場合は、
ＭＴＣ装置は、ページメッセージが上述されたように送られたかどうかを判定する（１３
６６）。ページメッセージが送られていない場合、ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに戻
り、かつ次のウェイクアップサイクルを待つ（１３６２）。ページメッセージが送られて
いた場合、ＭＴＣ装置は、それがグループページであるかどうかを判定する（１３６８）
。それがグループページである場合、ページングメッセージ中の情報に基づいて、マスタ
ＭＴＣ装置を選択する／識別することができるが、またはＭＴＣ装置は第２のページを待
つことができる（１３７０）。それがグループページではない、またはマスタＭＴＣ装置
が選択されていた場合、ＭＴＣ装置（マスタＭＴＣ装置とすることができる）は、無線リ
ソース（１３７４）、およびユーザプレーンの無線リソース情報（１３７８）を取得する
ことができる。
【０１３４】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
ＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（
１３８０）。登録が必要である場合、ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
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Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、ＭＴＣ装置は、アカウン
トベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアッ
プロードすることができる（１３８２）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、Ｍ
ＴＣ装置は、無線リソースを解放することができるが、ＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレー
タへのその登録とを維持する（１３８６）。ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに入ること
ができる（１３６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、ス
リープサイクルに入ることができる（１３６０）。
【０１３５】
　それが報告サイクルである場合（１３６５）、マスタＭＴＣ装置を、ページングメッセ
ージ中の情報に基づいて選択する／識別することができるが、またはＭＴＣ装置は、第２
のページを待つことができる（１３７０）。ＭＴＣ装置（マスタＭＴＣ装置とすることが
できる）は、無線リソースを取得し（１３７４）、かつユーザプレーンの無線リソース情
報を取得することができる（１３７８）。
【０１３６】
　ＭＴＣ装置は、そのコンフィギュレーションデータなどにより、Ｍ２Ｍオペレータが、
ＭＴＣ装置をＭ２Ｍオペレータに登録する必要があるかどうかを検査することができる（
１３８０）。登録が必要である場合、ＭＴＣ装置は、ＵＲＩまたはＵＲＬを使用してＭ２
Ｍサービス登録を行うことができる。いずれの場合においても、ＭＴＣ装置は、アカウン
トベースのＵＲＩまたはＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアッ
プロードすることができる（１３８２）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置である場合、Ｍ
ＴＣ装置は、無線リソースを解放するが、ＩＰアドレスと、Ｍ２Ｍオペレータへのその登
録とは維持することができる（１３８６）。ＭＴＣ装置は、スリープサイクルに入ること
ができる（１３６０）。ＭＴＣ装置が最後のＭＴＣ装置ではない場合、ＭＴＣ装置は、ス
リープサイクルに入ることができる（１３６０）。
【０１３７】
　実施形態
　１．無線通信で使用するための方法であって、Ｍ２Ｍ（マシンツーマシン）装置に対し
て周期的な登録を提供するステップを含む方法。
【０１３８】
　２．ＭＴＣが、オペレータドメインの内側に位置する、実施形態１の方法。
【０１３９】
　３．ＭＴＣサーバにより、ＡＰＩを介してＭＴＣと通信するステップをさらに含む、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４０】
　４．オペレータドメインの外側にＭＴＣを配置するステップをさらに含む、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
【０１４１】
　５．ＭＴＣがＭＴＣユーザに結合される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４２】
　６．ＭＴＣのグループが、ＭＴＣサーバとＡＰＩを介して通信するオペレータドメイン
を通して通信する、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４３】
　７．移動端末装置が、互いに直接通信する、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４４】
　８．ウェイクアップサイクルに基づいて、登録を周期的に行うステップをさらに含む、
前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４５】
　９．ウェイクアップサイクルを、制御サイクルと報告サイクルに分割するステップをさ
らに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４６】
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　１０．全てのＭＴＣに電源を投入することにより周期的な登録を実施するステップをさ
らに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４７】
　１１．ネットワークにより、ランダムに、事前構成により、または組合せによりアルフ
ァＭＴＣを規定するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４８】
　１２．アルファＭＴＣにより、ＭＴＣのためにＩＭＳＩ接続を行うステップをさらに含
む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１４９】
　１３．アルファＭＴＣにより、ＲＲＣリソース、Ｐ－ＴＭＳＩおよびＩＰアドレスを含
むリソースを受け取るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５０】
　１４．アルファＭＴＣの障害中に、非アルファＭＴＣによりアルファＭＴＣの活動を実
施するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５１】
　１５．３ＧＰＰのアクセス認可および認証のために、グループベースのＩＭＳＩを用い
るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５２】
　１６．認可および認証が成功しなかった場合、所定の回数だけ認可および認証を再試行
するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５３】
　１７．認可および認証するための所定の試行数が尽きた場合、認可および認証を打ち切
るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５４】
　１８．特定のセル／エリアに関連していないグループＩＭＳＩが、関連付けることを試
みる場合、認可および認証を拒否するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０１５５】
　１９．認可および認証に成功すると、グループベースのＰ－ＴＭＳＩを取得するステッ
プをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５６】
　２０．ＶＨＴ周波数再使用情報レポート中に、パラメータ、ルール、ポリシ、機構、お
よび共存のための規制情報を含むステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０１５７】
　２１．個々のＭＴＣにより同様の無線リソースおよびＩＰを使用して、データを送信す
るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１５８】
　２２．ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップをさらに含む、前記実施
形態のいずれかに記載の方法。
【０１５９】
　２３．ＵＲＩを使用してＭ２Ｍサービス登録を行うステップをさらに含む、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
【０１６０】
　２４．アカウントベースのＵＲＩを用いてＭ２Ｍサーバにアクセスするステップをさら
に含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１６１】
　２５．アルファＭＴＣが選択されない場合、スリープサイクルへと移行するステップを
さらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１６２】
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　２６．全てのＭＴＣ登録情報を送信すると、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放す
るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１６３】
　２７．マシンツーマシン無線通信の単一の登録のための方法であって、ＷＴＲＵグルー
プとして共通の地理的エリアに属しており、ネットワークアクセスの認可および／または
認証のためにグループベースのＩＭＳＩを受け取るＷＴＲＵを備える方法。
【０１６４】
　２８．オペレーションのためにスリープサイクルおよびウェイクサイクルを使用するス
テップをさらに含み、ウェイクサイクルは、制御サイクルおよび報告サイクルへと分割さ
れる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１６５】
　２９．登録が、システムに電源が投入されると１回行われる、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
【０１６６】
　３０．制御サイクル中に、ＷＴＲＵグループが起動している場合、ＷＴＲＵは、ネット
ワーク制御チャネルに再度登録する必要がなく、制御チャネル上で何らかの更新を待つス
テップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１６７】
　３１．ＩＰアドレスが制御サイクル中に割り振られる、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０１６８】
　３２．ＩＰアドレスが制御サイクル中に割り振られない、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０１６９】
　３３．各ＷＴＲＵが、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩ＋アカウント番号を用いたページング／
同報通信メッセージを用いてシステム更新を受け取る、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０１７０】
　３４．ＷＴＲＵがページングされ、接続するように命令された場合、ＷＴＲＵは、ＲＲ
Ｃ接続およびＩＰ割振りを求める要求によりシステムアクセス要求を行い、マシンツーマ
シンアクセスサーバ（Ｍ２Ｍ　ＡＳ）に接続することができる、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
【０１７１】
　３５．報告期間中にＷＴＲＵが動作している場合、ＩＰの上層でトラフィックチャネル
シグナリングにより制御信号を受け取るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
【０１７２】
　３６．ＷＴＲＵが属している以外の地理的エリアまたはセルから到来するグループＩＭ
ＳＩの受信に応じて登録を拒否するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０１７３】
　３７．ＷＴＲＵグループのためにＩＭＳＩ接続を行うようにアルファＷＴＲＵとして選
択されたＷＴＲＵをさらに備え、アルファＷＴＲＵが、ＲＲＣリソース、Ｐ－ＴＭＳＩお
よびＩＰアドレスの少なくとも１つを受け取る、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１７４】
　３８．アルファＷＴＲＵは、ネットワークによりランダムに、事前のコンフィギュレー
ション設定により、またはそれらの組合せにより選択される、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０１７５】
　３９．他の指定されたアルファＷＴＲＵに障害がある場合、ＷＴＲＵが、新しいアルフ
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ァＷＴＲＵとして選択されることをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１７６】
　４０．アルファＷＴＲＵの障害が、ネットワークまたはＷＴＲＵにより検出される、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１７７】
　４１．報告の持続期間中、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵグループに関して一意の、ネットワー
ク内のローカルなＩＰアドレスに割り振られる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１７８】
　４２．ＩＰアクセスが、ＷＴＲＵによりランダムに、事前のコンフィギュレーション設
定により、ネットワークにより、またはそれらの任意の組合せでスケジュールされる、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１７９】
　４３．ＷＴＲＵが、制御チャネルシグナリング、またはトラフィックチャネル帯域内シ
グナリングを介して、ネットワークによるポーリングを受信する、前記実施形態のいずれ
かに記載の方法。
【０１８０】
　４４．Ｍ２ＭのＩＰ接続オペレーションをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０１８１】
　４５．ＩＰ接続を解放して、または解放せずに、スリープサイクルを使用するステップ
をさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１８２】
　４６．ＷＴＲＵが、Ｍ２Ｍ通信で使用されるＭＴＣ装置である、前記実施形態のいずれ
かに記載の方法。
【０１８３】
　４７．ＭＴＣ装置が、セルまたはエリア使用グループに属している、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０１８４】
　４８．ＭＴＣ装置のセルまたはエリア使用グループは、３ＧＰＰのアクセス認可および
認証のために、ＩＭＳＩに基づいている、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１８５】
　４９．ＭＴＣ装置のウェイクアップサイクルは、制御サイクルと報告サイクルに分割さ
れる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１８６】
　５０．ＭＴＣグループのウェイクアップに対する制御サイクルは、３ＧＰＰシステム制
御チャネルに再度登録することなく、制御チャネル上で何らかの更新を待つ、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
【０１８７】
　５１．ＩＰアドレスは、制御サイクル中に割り振られる、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０１８８】
　５２．ＩＰアドレスは、制御サイクル中には割り振られない、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
【０１８９】
　５３．個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩおよびアカウント番号を有するペ
ージングメッセージを用いて更新される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９０】
　５４．個々のＭＴＣ装置は、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩおよびアカウント番号を有する同
報通信メッセージを用いて更新される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９１】
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　５５．個々のＭＴＣ装置は、ページングされ、接続するように命令された場合、ＲＲＣ
接続、およびＩＰ割振りを要求するシステムアクセスを行って、Ｍ２Ｍアクセスサーバ（
Ｍ２Ｍ　ＡＳ）に接続することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９２】
　５６．制御は、報告期間中に、ＩＰの上層でトラフィックチャネルシグナリングを用い
て行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９３】
　５７．ＭＴＣグループＩＭＳＩは特定のセルまたはエリアと関連付けられており、登録
手続きは、他のセルまたはエリアから受信された場合、拒否される、前記実施形態のいず
れかに記載の方法。
【０１９４】
　５８．第１のＭＴＣ装置は、グループのためにＩＭＳＩ接続を行い、かつＲＲＣリソー
ス、Ｐ－ＴＭＳＩおよびＩＰアドレスを取得することになる、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０１９５】
　５９．１つのＭＴＣは、グループのためにＩＭＳＩ接続を行い、かつＲＲＣリソース、
Ｐ－ＴＭＳＩおよびＩＰアドレスを取得することになる、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０１９６】
　６０．第１のＭＴＣ装置は、以下の少なくとも１つ、すなわち、ネットワークにより、
ランダムに、事前のコンフィギュレーションにより、またはハッシュアルゴリズムを用い
ることにより選択される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９７】
　６１．第１のＭＴＣに障害がある場合、他のＭＴＣ装置が第１のＭＴＣ活動を行うこと
になる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０１９８】
　６２．第１のＭＴＣ装置の障害の検出はネットワークにより行われる、前記実施形態の
いずれかに記載の方法。
【０１９９】
　６３．第１のＭＴＣ装置の障害の検出はＭＴＣ装置により行われる、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０２００】
　６４．そのアカウント番号に基づく個々のＵＲＩが、識別子として使用される、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０１】
　６５．そのアカウント番号に基づくＵＲＩは、グループ内の個々のＭＴＣに、同じ無線
リソースおよび同じＩＰを使用してそのデータを送信できるようにする、前記実施形態の
いずれかに記載の方法。
【０２０２】
　個々のＭＴＣは、報告の持続期間中、異なるローカルのＩＰアドレスを割り振ることに
なる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０３】
　６６．活動を報告するためのＩＰアクセスは、ネットワークにより、または事前のコン
フィギュレーション設定に従ってＭＴＣによりランダムにスケジュールされる、前記実施
形態のいずれかに記載の方法。
【０２０４】
　６７．ネットワークによるポーリングは、制御チャネルシグナリングを用いて行われる
、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０５】
　６８．ネットワークによるポーリングは、トラフィックチャネル帯域内シグナリングを
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用いて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０６】
　６９．最後のＭＴＣ装置が、無線リソースおよびＩＰアドレスを解放し、報告期間の最
後に、Ｍ２Ｍサーバとのこのグループに関するＭＴＣセッションを終了させる、前記実施
形態のいずれかに記載の方法。
【０２０７】
　７０．スリープサイクル中にＩＰ接続を解放するＭ２Ｍプロセスは、全てのＭＴＣ装置
に電源が投入されたとき、または周期的な起動中に開始し、制御チャネル上でシステム更
新情報をリッスンする、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０８】
　７１．全てのＭＴＣに電源が投入された後、第１のＭＴＣ装置が送信したかどうかが判
定される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２０９】
　７２．第１のＭＴＣ装置の送信が行われていない場合、Ｍ２Ｍの状態マシンを開始して
制御チャネルをリッスンすること、第１のＭＴＣ登録が成功するのを待つこと、グループ
ベースのＰ－ＴＭＳＩを取得すること、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレスを取得するこ
と、送信時間になるのを待つことのうちの少なくとも１つを実施することになり、送信（
ＴＸ）まで休止し、かつ全てのＭＴＣ装置を登録する必要があるかどうかを判定すること
ができる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１０】
　７３．第１のＭＴＣ装置の送信が行われていない場合、無線リソースを取得すること、
Ｍ２Ｍ（ｘ）登録プロセス、認可および認証を開始すること、並びに登録が成功したかど
うかを判定することのうちの少なくとも１つを実施することになる、前記実施形態のいず
れかに記載の方法。
【０２１１】
　７４．全てのＭＴＣ装置が登録する必要がある判断ステップが「いいえ」である場合、
アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスしデータをア
ップロードすること、制御更新を取得すること、およびそれが最後のＭＴＣ装置かどうか
を判定することのうちの少なくとも１つを実施することになる、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
【０２１２】
　７５．全てのＭＴＣ装置が登録する必要がある判断ステップが「はい」である場合、Ｍ
２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくＵＲＩ／ＵＲＬを使用してＭ２Ｍサービス登録を実施
すること、アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いてＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし
、データをアップロードすること、制御更新を取得すること、およびそれが最後のＭＴＣ
装置であるかどうかを判定することのうちの少なくとも１つを実施することになる、前記
実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１３】
　７６．登録成功ステップが「いいえ」である場合、Ｎ回再試行すること、および第１の
ＭＴＣが不成功のままである場合、打ち切ることのうちの少なくとも１つを実施すること
になる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１４】
　７７．登録成功ステップが「はい」である場合、グループベースのＰ－ＴＭＳＩを取得
すること、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレスを取得すること、ユーザプレーンの無線リ
ソース情報を取得すること、Ｍ２Ｍ（ｘ）アカウント番号に基づくＵＲＩ／ＵＲＬを用い
て、Ｍ２Ｍサービス登録を実施すること、アカウントベースのＵＲＩ／（ＵＲＬ）を用い
てＭ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすること、制御更新を取得す
ること、およびそれが最後のＭＴＣであるかどうかを判定することのうちの少なくとも１
つを実施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１５】
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　７８．最後のＭＴＣ装置が「いいえ」である場合、スリープサイクルに移行する、前記
実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１６】
　７９．最後のＭＴＣ装置が「はい」である場合、無線リソースを解放すること、ＩＰア
ドレスを解放して登録された状態にとどまること、及びスリープサイクルに移行すること
のうちの少なくとも１つを実施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１７】
　８０．ＭＴＣ装置は、周期的に起動し、制御チャネル上でシステム更新をリッスンし、
制御サイクルを判定する、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１８】
　８１．制御サイクルは、周期的な起動中、および制御チャネル上でシステム更新をリッ
スンしている間は判定されず、またこれは第１のＭＴＣ装置であり、以下の項目、すなわ
ち、無線リソースを取得すること、Ｍ２Ｍ（ｘ）ベースのＩＰアドレスを取得すること、
ユーザプレーンの無線リソース情報を取得すること、必要な場合、ＵＲＩ／ＵＲＬを使用
してＭ２Ｍサービス登録を行うこと、アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いてＭ２Ｍ
（ｘ）サーバにアクセスし、データアップロードすること、これが第１のＭＴＣ装置であ
る場合、休止に移行し、最後のＭＴＣ装置が送信するのを待つこと、これが最後のＭＴＣ
装置である場合、無線リソースを解放すること、ＩＰアドレスを解放しかつ登録された状
態にとどまること、およびスリープサイクルに移行することのうちの少なくとも１つを実
施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２１９】
　８２．制御サイクルは、周期的な起動中、および制御チャネル上でシステム更新をリッ
スンしている間は判定されず、またこれは第１のＭＴＣ装置ではなく、以下の項目、すな
わち、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得すること、必要な場合、ＵＲＩ／ＵＲＬ
を使用してＭ２Ｍサービス登録を行うこと、アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いて
Ｍ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データアップロードすること、これが第１のＭＴＣ装
置である場合、休止に移行し、最後のＭＴＣ装置が送信するのを待つこと、これが最後の
ＭＴＣ装置である場合、無線リソースを解放すること、ＩＰアドレスを解放しかつ登録さ
れた状態にとどまること、およびスリープサイクルに移行することのうちの少なくとも１
つを実施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２０】
　８３．制御サイクルは、ＭＴＣ装置により検出され、またページングメッセージを受信
したかどうかを判定することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２１】
　８４．システム更新のリッスンを継続している間に、ＭＴＣ装置はページングメッセー
ジを受信していない、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２２】
　８５．ＭＴＣ装置がページングメッセージを受信しており、ページングメッセージがグ
ループのページングメッセージであるかどうかを判定することになる、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０２２３】
　８６．ページングメッセージがグループページングメッセージではない場合、以下の項
目、すなわち、ＭＴＣ装置は第１のＭＴＣ装置として働くこと、無線リソースを取得する
こと、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得すること、必要な場合、ＵＲＩ／ＵＲＬ
を使用してＭ２Ｍサービス登録を行うこと、アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いて
Ｍ２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすること、これが第１のＭＴＣ
装置である場合、休止に移行して最後のＭＴＣ装置が送信するのを待つこと、これが最後
のＭＴＣ装置である場合、無線リソースを解放すること、ＩＰアドレスを解放しかつ登録
された状態にとどまること、およびスリープサイクルに移行することのうちの少なくとも
１つを実施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
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【０２２４】
　８７．ページングメッセージがグループページングメッセージである場合、以下の項目
、すなわち、それは第１のＭＴＣ装置であると考えられること、無線リソースを取得する
こと、ユーザプレーンの無線リソース情報を取得すること、必要な場合、ＵＲＩ／ＵＲＬ
を用いてＭ２Ｍサービス登録を行うこと、アカウントベースのＵＲＩ／ＵＲＬを用いてＭ
２Ｍ（ｘ）サーバにアクセスし、データをアップロードすること、これが第１のＭＴＣ装
置である場合、休止に移行して最後のＭＴＣ装置が送信するのを待つこと、これが最後の
ＭＴＣ装置である場合、無線リソースを解放すること、ＩＰアドレスを解放して登録され
た状態にとどまること、およびスリープサイクルに移行することのうちの少なくとも１つ
を実施することになる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２５】
　８８．スリープサイクル中にＩＰ接続を維持するＭ２Ｍプロセスは、全てのＭＴＣ装置
に電源が投入されたとき、または周期的な起動中に開始し、制御チャネルでシステム更新
情報をリッスンする、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２６】
　８９．ＭＢＭＳに対するスリープサイクル中にＩＰ接続を維持するＭ２Ｍプロセスは、
全てのＭＴＣに電源が投入されたとき、または周期的な起動中に開始し、ＭＢＭＳまたは
事前に構成されたＭ２ＭのＩＰシステム更新情報を、制御チャネル上でリッスンする、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２７】
　９０．スリープサイクル中にＩＰ接続を解放するＭＴＣ（マシンタイプ通信）のＷＴＲ
Ｕをさらに備える、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２８】
　９１．スリープサイクル中にＩＰ接続を維持するするＭＴＣのＷＴＲＵをさらに備える
、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２２９】
　９２．スリープサイクルから起動し、かつシステム更新情報をリッスンするステップを
さらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３０】
　９３．ＷＴＲＵが制御サイクル中かどうかを判定するステップをさらに含む、前記実施
形態のいずれかに記載の方法。
【０２３１】
　９４．ＷＴＲＵが制御サイクル中にあるとの判定に応じて、ＷＴＲＵがページングメッ
セージを受信したかどうかを判定するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０２３２】
　９５．ＷＴＲＵがページングメッセージを受信していないという判定に応じてシステム
更新情報をリッスンするステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３３】
　９６．ＷＴＲＵがページングメッセージを受信しているという判定に応じて、受信した
ページングメッセージが、グループページングメッセージであるかどうかを判定するステ
ップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３４】
　９７．ＷＴＲＵが制御サイクル中ではないという判定に応じて、ＷＴＲＵは報告サイク
ル中であるかどうかを判定するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０２３５】
　９８．マスタＭＴＣ（マシンタイプ通信）のＷＴＲＵを選択するステップをさらに含む
、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３６】
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　９９．マスタＭＴＣ　ＷＴＲＵを選択するステップは、ＷＴＲＵが報告サイクル中にあ
るという判定に応じて、またはＷＴＲＵがグループページングメッセージを受信している
という判定に応じて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３７】
　１００．マスタＭＴＣ　ＷＴＲＵとしてネットワークにより選択されるステップをさら
に含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２３８】
　１０１．マスタＭＴＣ　ＷＴＲＵとしてネットワークにより選択されるステップは、Ｗ
ＴＲＵが報告サイクル中にあるという判定に基づき、またはＷＴＲＵがグループページン
グメッセージを受信したという判定に基づき行われる、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０２３９】
　１０２．第２のページングメッセージを待つステップをさらに含む、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０２４０】
　１０３．第２のページングメッセージを待つステップは、ＷＴＲＵが報告サイクル中に
あるという判定に応じて、またはＷＴＲＵがグループページングメッセージを受信したと
いう判定に応じて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２４１】
　１０４．無線リソースを取得するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２４２】
　１０５．ＩＰアドレスを取得するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２４３】
　１０６．ＩＰアドレスを取得するステップは、無線リソースを取得するステップに応じ
て行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２４４】
　１０７．ＩＰアドレスは、Ｍ２ＭベースのＩＰアドレスである、前記実施形態のいずれ
かに記載の方法。
【０２４５】
　１０８．ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップをさらに含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２４６】
　１０９．Ｍ２Ｍサービス登録を行うステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０２４７】
　１１０．Ｍ２Ｍサービス登録を行うステップは、Ｍ２Ｍサービス登録が必要であるとい
う判定に応じて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２４８】
　１１１．Ｍ２Ｍサービス登録は、ＷＴＲＵに関連付けられたＵＲＬまたはＵＲＩを用い
て行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２４９】
　１１２．Ｍ２Ｍサーバにアクセスするステップさらに含む、前記実施形態のいずれかに
記載の方法。
【０２５０】
　１１３．データをＭ２Ｍサーバにアップロードするステップをさらに含む、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
【０２５１】
　１１４．データをＭ２Ｍサーバにアップロードするステップは、ＷＴＲＵに関連付けら
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れたＵＲＬまたはＵＲＩを用いて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５２】
　１１５．ＵＲＬまたはＵＲＩは、ＷＴＲＵに関連付けられたアカウントに関連付けられ
る、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５３】
　１１６．無線リソースを解放するステップさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０２５４】
　１１７．ＩＰアドレスを解放するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２５５】
　１１８．ＩＰアドレスを解放するステップは、アウェイクサイクル中の最後の送信、ま
たは最後の時間期間に応じて行われる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５６】
　１１９．スリープサイクルを通して登録状態を維持するステップをさらに含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５７】
　１２０．スリープサイクルを通してＩＰアドレスを維持するステップをさらに含む、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５８】
　１２１．ＷＴＲＵにデータを送信し、またはそこからデータを受信するステップをさら
に含み、データは、スリープサイクル中にＩＰ接続のＷＴＲＵによる維持に関係する、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２５９】
　１２２．ＷＴＲＵにデータを送信し、またはそこからデータを受信するステップをさら
に含み、データは、スリープサイクル中にＩＰ接続のＷＴＲＵによる解放に関係する、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２６０】
　１２３．ＷＴＲＵにデータを送信し、またはそこからデータを受信するステップをさら
に含み、データは、スリープサイクル中にＩＰ接続のＷＴＲＵによる維持に関係する、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２６１】
　１２４．ＷＴＲＵにデータを送信し、またはそこからデータを受信するステップをさら
に含み、データは、スリープサイクル中にＩＰ接続のＷＴＲＵによる解放に関係する、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２６２】
　１２５．ＭＴＣ用に構成されたＷＴＲＵで使用するための方法であって、イベントに応
じて、グループに属するＷＴＲＵの指定を決定するステップを含む方法。
【０２６３】
　１２６．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、グループの全てのメンバーのためにＭＴ
Ｃサーバとの登録を行うステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２６４】
　１２７．接続情報を取得するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０２６５】
　１２８．データをＭＴＣサーバにアップロードするステップをさらに含む、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
【０２６６】
　１２９．登録を行うステップは、ＩＭＳＩ接続手続きを実施する、前記実施形態のいず
れかに記載の方法。
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【０２６７】
　１３０．指定ＷＴＲＵは、無線リソースを取得し、かつ認可および認証を行い、また全
てのグループメンバーが同じ無線リソースを使用する、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０２６８】
　１３１．指定ＷＴＲＵは、ネットワーク、ランダムに、ハッシュアルゴリズム、または
事前のコンフィギュレーションのうちの少なくとも１つにより設定される、前記実施形態
のいずれかに記載の方法。
【０２６９】
　１３２．指定ＷＴＲＵまたはＷＴＲＵは、指定ＷＴＲＵによる登録が成功裡に完了する
と、グループベースのＰ－ＴＭＳＩまたはグループベースのＩＭＳＩの一方を取得するス
テップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７０】
　１３３．ＩＰアドレスを取得するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２７１】
　１３４．ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップをさらに含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７２】
　１３５．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、またはＭＴＣサーバの要求がある場合、
ＵＲＩまたはＵＲＬの一方を用いてＭＴＣサービス登録を行うステップをさらに含む、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７３】
　１３６．ＵＲＩまたはＵＲＬに基づいてＭＴＣサーバにアクセスするステップをさらに
含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７４】
　１３７．ＷＴＲＵが最後のＷＴＲＵである場合、無線リソースおよびＩＰアドレスを解
放し、かつ登録を維持するステップ、または無線リソースを解放し、かつＩＰアドレスお
よび登録を維持するステップの一方を実施するステップと、スリープサイクルに入るステ
ップとをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７５】
　１３８．指定ＷＴＲＵまたは最後のＷＴＲＵの一方が、無線リソースおよびＩＰアドレ
スを解放し、かつ登録を維持するステップ、または無線リソースを解放し、かつＩＰアド
レスおよび登録を維持するステップの一方を実施する、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
【０２７６】
　１３９．イベントに応じて、スリープサイクルからウェイクアップサイクルに入るステ
ップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７７】
　１４０．制御チャネル、同報通信チャネルおよびマルチキャストチャネルのうちの１つ
からシステム更新をリッスンするステップをさらに含み、ＷＴＲＵは再登録する必要がな
い、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７８】
　１４１．ウェイクアップサイクルは、制御サイクルおよび報告サイクルを含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２７９】
　１４２．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、報告サイクルを検出すると、グループの
全てのメンバーのために無線リソースを取得するステップをさらに含む、前記実施形態の
いずれかに記載の方法。
【０２８０】
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　１４３．ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップをさらに含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８１】
　１４４．ＭＴＣサーバの要求があると、ＵＲＩまたはＵＲＬの一方を用いてＭＴＣサー
ビス登録を行うステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８２】
　１４５．ＵＲＩまたはＵＲＬに基づいてＭＴＣサーバにアクセスするステップをさらに
含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８３】
　１４６．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、ＩＰアドレスを取得するステップをさら
に含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８４】
　１４７．ＷＴＲＵが最後のＷＴＲＵである場合、無線リソースおよびＩＰアドレスを解
放し、かつ登録を維持するステップ、または無線リソースを解放し、かつＩＰアドレスお
よび登録を維持するステップの一方を実施するステップをさらに含む、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０２８５】
　１４８．スリープサイクルに入るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２８６】
　１４９．制御サイクルを検出すると、ページングメッセージが存在しないと判定した場
合、スリープサイクルに再度入るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載
の方法。
【０２８７】
　１５０．制御サイクルを検出すると、個々のページを受信した場合、ＷＴＲＵを指定Ｗ
ＴＲＵとして指定するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８８】
　１５１．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、グループの全てのメンバーのために無線
リソースを取得するステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２８９】
　１５２．ユーザプレーンの無線リソース情報を取得するステップをさらに含む、前記実
施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９０】
　１５３．ＭＴＣサーバの要求がある場合、ＵＲＩまたはＵＲＬの一方を用いてＭＴＣサ
ービス登録を行うステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９１】
　１５４．ＵＲＩまたはＵＲＬに基づいてＭＴＣサーバにアクセスするステップをさらに
含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９２】
　１５５．ＷＴＲＵが指定ＷＴＲＵである場合、ＩＰアドレスを取得するステップをさら
に含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９３】
　１５６．ＷＴＲＵが最後のＷＴＲＵである場合、無線リソースおよびＩＰアドレスを解
放し、かつ登録を維持するステップ、または無線リソースを解放し、かつＩＰアドレスお
よび登録を維持するステップの一方を実施するステップをさらに含む、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
【０２９４】
　１５７．スリープサイクルに入るステップをさらに含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
【０２９５】
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　１５８．ＷＴＲＵ指定情報を含むページングメッセージを待つステップをさらに含む、
前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９６】
　１５９．個々のＷＴＲＵは、報告サイクルの持続期間中、異なるローカルのＩＰアドレ
スを割り振る、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９７】
　１６０．ＷＴＲＵは、ＩＭＳＩ／Ｐ－ＴＭＳＩおよびアカウント番号を有するページン
グメッセージを用いて更新される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
【０２９８】
　１６１．実施形態１～１６０のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成された
ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）。
【０２９９】
　１６２．実施形態１～１６０のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成された
基地局。
【０３００】
　１６３．実施形態１～１６０のいずれか一項に記載の方法を実施するように構成された
集積回路。
【０３０１】
　特徴および要素が、上記で特定の組合せにより述べられているが、当業者であれば、各
特徴または要素は、単独で使用することも、他の特徴および要素との任意の組合せで使用
できることも理解されよう。さらに、本明細書で述べた方法は、コンピュータまたはプロ
セッサにより実行するために、コンピュータ可読媒体中に組み込まれたコンピュータプロ
グラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施することができる。コンピュータ可
読媒体の例には、電子信号（有線または無線接続を介して送信される）、およびコンピュ
ータ可読の記憶媒体が含まれる。コンピュータ可読の記憶媒体の例は、これだけに限らな
いが、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリ装置、内部のハード
ディスクおよび取外し可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭデ
ィスク、およびＤＶＤなどの光媒体を含む。ソフトウェアに関連するプロセッサを、ＷＴ
ＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータで使用する無線周
波数送受信機を実装するために使用することができる。
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